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安全上のご注意

当製品を安全にご使用いただくため、ご使用前には必ず下記の注意をお読みください。

 注 意

感電の恐れがありますので、下記の事項をお守りください。
・電源端子へ接続する場合は、活線状態で行わないでください。
・端子への接続は緩みのないようにしっかりと締め付けてください。
・通電中は電源端子に触れないでください。
感電、故障、発熱の原因になりますので、次のような場所では使用しないでください。
・雨、水滴、日光が直接当たる場所。
・高温、多湿やほこり、腐食性ガスの多い場所。
・外来ノイズ、電波、静電気の発生の多い場所。
・振動、衝撃が常時加わったり、又は大きい場所。



１．はじめに
この取扱説明書は、本製品をお使いになる担当者のお手元に確実に届くようお取り計らいください。

本製品を正しくお使いいただくため、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みください。

は、アナログ入力信号２点の積算を行い、手動又は自動で月報／日報／時報を印字出力し４４０Ｃ

ます。

さらに、２点の加減算、稼働時間の印字もできます。

本器はまた、稼働時間入力やイベント入力も装備していますので、工場排水・集落排水などの流量

記録に適しています。

１．１ 点検

がお手元に届きましたら、仕様との違いがないか、また輸送上での破損がないか点検して４４０Ｃ

ください。

本器は、厳しい品質管理プログラムによるテストを行って出荷されています。もし破損していたり、

品質や仕様面での不備な点がありましたら、形名・製品番号をお知らせください。

１．２ 使用上の注意

には、電源スイッチが付いていませんので電源に接続すると、直ちに動作状態になります。４４０Ｃ

システム・キャビネットに内装される場合は、キャビネット内の温度が５０℃以上にならないよう、

放熱にご留意ください。

また本器を、長時間にわたって保管する場合は、湿度が低く直射日光の当たらない場所に保管して

ください。

 注 意

本器は内蔵のバッテリで停電中（電源ＯＦＦ）でもカレンダ時計は動作し、積算データ
も記憶保持しています。
バッテリのバックアップ時間は、２４時間通電後で１０００時間です。
長時間無通電で保管された場合バックアップは無効となり、電源ＯＮ時カレンダ時間は
００年０１月０１日００時００分００秒より動作します。
そのような場合は、カレンダ時計の設定を行ってからご使用ください。
なお、２４時間以上連続通電すると、バッテリはフル充電されます。

 注 意

出荷時には記録紙をセットしていませんので、本取扱説明書の７項（Ｐ３６）を参照の
上、記録紙を取り付けてご使用ください。

２．仕 様
２．１ 形名 ４４０Ｃ－□－□－□

１ ２ ３
入力１

記号 測定範囲 入力抵抗 過負荷

ＤＣ０～ １ Ｖ 約１ＭΩ ＤＣ±２５０Ｖ０３

ＤＣ０～ ５ Ｖ 約１ＭΩ ＤＣ±２５０Ｖ０４

ＤＣ０～１０ Ｖ 約１ＭΩ ＤＣ±２５０Ｖ０５

ＤＣ１～ ５ Ｖ 約１ＭΩ ＤＣ±２５０Ｖ０９

ＤＣ４～２０ｍＡ 約１２．４Ω ＤＣ±１５０ｍＡ２９

供給電源２

記号 電 源 電 圧

ＡＣ１００～２４０Ｖ ５０／６０ＨｚＡ

ＤＣ２４Ｖ９

アナログ出力３

記号 出 力

ＤＣ４～２０ｍＡﾌﾞﾗﾝｸ

ＤＣ１～ ５Ｖ０９
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２．２ 印字部仕様

印 字 方 式 インパクト ドット 方式

印 字 速 度 約１．５秒／行

文 字 寸 法 ２．４ｍｍ（高さ）×１．７ｍｍ（幅）

印 字 幅 ４６ｍｍ

桁 数 ４０文字

記 録 紙 ロール紙 ：５８×６０φ（３３ｍ）

インクリボン 黒

２．３ カレンダ時計

時 間 表 示 月日時分 ８桁表示

日 差 ±３秒（２３℃において）

閏 年 補 正 西暦２０９９年まで自動補正あり

時 間 の 補 正 ３０分補正

２．４ 停電対策

積算値は、内蔵バッテリで記憶保持する。（電池寿命 製造後約１０年間）

保持時間（２４時間通電後、１０００時間以上）

停電中カレンダ時計は動作する。積算カウンタ、稼働時間動作は行いません。

設定値は、Ｅ ＰＲＯＭに記憶保持する。２

２．５ 入出力仕様

（１）積算入力

入力点数 ２点 ０～９９９９９９９９

確度 定格値の±（０．２％＋１ｄｉｇｉｔ）

定格値：１００％入力を連続し続けた場合の積算される理論値

カットオフ ０～１０％ 前面スイッチ設定

積算定数 １００％入力値での１時間の積算値 前面スイッチ設定

２０～９９９９９（１８０ｓ／１ｐ～３６ｍｓ／１ｐ）

演算機能 （積算値Ａ、Ｂにて対して行う。）

演算：Ａ＋Ｂ、Ａ－Ｂ

積算Ａ、Ｂの単位が異なる時又は、小数点位置が異なる時はエラー印字

（時報印字、日報印字、月報印字）、表示を行う。

積算のリセット ＲＥＳＥＴ端子、スイッチ操作及びカウンタリセット（時報、日報、月

報）で行う。

積算初期値 時報、日報、月報を積算初期値にプリセットします。

注）積算入力は、他の制御入出力とアイソレーションしています。

（２）稼働時間／イベント入力

入力点数 ６点 稼働時間／イベント入力の切替設定有り（前面スイッチから設

定）

入力信号 無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量 ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

・稼働時間 ０～２６８４３５４５５秒（約８年）

ＯＮ又はＯＦＦ時間 １秒以上の事

稼働印字 自動印字の時に稼働時間（時間と分 又は 分秒）総稼働時間（時間）を

印字

稼働時間のリセットはＲＥＳＥＴ端子及び、スイッチ操作で行う。

・イベント印字 イベント印字入力がＯＮ・ＯＦＦ変化があった時、その時刻と指定したメ

ッセージを印字

ＯＮ又はＯＦＦ時間 １０秒以上の事

メッセージ 英数カナ文字、１２文字

（３）リセット入力（ＲＥＳＥＴ）端子入力、前面スイッチ（スタート印字）

端子入力 無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量 ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

リセット幅 １０ｍｓ以上

積算値、稼働時間全てを同時リセットする。

スイッチ操作 選択リセット、全リセット（表示によりリセットする項目を切り替える）

（スタート印字）
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（４）アナログ出力

入力とアイソレーションしています。

瞬時入力に比例したアナログデータを出力

出力 Ａ、Ｂ切替設定

分解能 １／２０００

出力周期 １秒

確度 ±０．５％ ｏｆ Ｆ．Ｓ．（２３℃±５℃）

（５）積算同期パルス出力

入力とアイソレーションしています。

１カウントに対して１パルス出力

出力信号 ：オープンコレクタ（ＮＰＮ） ＤＣ３０Ｖ、２００ｍＡ

パルス幅 ：１００ｍｓ、５０ｍｓ、１ｍｓ、５０μｓ（前面スイッチで設定）

（６）表示 ＬＥＤ文字高さ １０ｍｍ 赤色

表示選択 時計／積算Ａ／積算Ｂ／積算演算／稼働・イベント（前面スイッチから設定）

●時計表示

表示 ８桁 月日時分 表示

日差 ±３秒 （２３℃において）

閏年補正 ２０９９年まで自動補正有り

時計の補正 ３０分補正

●積算／瞬時表示

表示 時報／日報／月報／総積算／瞬時 （前面スイッチから設定）

モード表示 Ａ又は、Ｂ（Ａ：入力Ａ、Ｂ：入力Ｂ）

①積算表示 ０～９９９９９９９９（８桁 ゼロサプレス機能付）

小数点 なし、ｄｐ１、２、３、４、５、６、７（前面スイッチから設定）

表示周期 約０．１秒

積算が９９９９９９９９を越えた場合、０から積算します。（オーバ印字あり）

②瞬時表示

フルスケール ２０～２００００ （５桁 ゼロサプレス機能付）

表示周期 約１秒

小数点 なし。ｄｐ１、２、３、４、５、６、７（前面スイッチから設定）

オーバ表示 スケールの１３０％以上の時、１３０％スケール値で点滅表示しま

す。

●積算演算表示

演算 Ａ＋Ｂ、Ａ－Ｂ

モード表示 演算結果が正の時はｙ、負の時は－表示、演算結果が８桁を越える

場合はＤＰが点滅表示

●総稼働時間／イベント状態表示

モード表示 １～６表示（１～６ｃｈ）

ＵＰ スイッチで１～６ｃｈ切替

稼働時間 時分表示

イベント ＯＮ又はＯＦＦ表示

●エラー表示

エラー表示 内 容

ＰＥランプの点滅 紙切れの場合

プリンタメカが異常な場合

演算印字で積算Ａ、Ｂの単位が異なる場合

演算印字で積算Ａ、Ｂ小数点が異なる場合
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２．６ 一般仕様

電源ライン混入ノイズ １０００Ｖ

AC電源の場合 DC電源の場合

耐 電 圧 電 源 － 接地用端子間 AC1500V １分間 AC1500V １分間

入力・出力 － 接地用端子間 AC1500V １分間 AC1500V １分間

入力・出力 － 電 源 AC1500V １分間 AC 500V １分間

入 力 － 出 力 AC 500V １分間 AC 500V １分間

絶 縁 抵 抗 電 源 － 接地用端子間 DC 500V 50MΩ以上

入力・出力 － 接地用端子間 DC 500V 50MΩ以上

入力・出力 － 電 源 DC 500V 50MΩ以上

供 給 電 源 ＡＣ１００～２４０Ｖ

ＤＣ２４Ｖ

ＡＣ９０Ｖ～２５０Ｖ ５０／６０Ｈｚ電源電圧許容範囲

ＤＣ２１．６Ｖ～２６．４Ｖ

消 費 電 力 ＡＣ電源：ＡＣ１００Ｖの時

印字中 約２６ＶＡ

ＡＣ２００Ｖの時

印字中 約２９ＶＡ

ＤＣ電源：ＤＣ２４Ｖの時

印字中 約６００ｍＡ

動作温度範囲 ０～５０℃

動作湿度範囲 ８５％ＲＨ以下（結露しないこと）

保 存 温 度 －２０～７０℃

外 形 寸 法 １３０（Ｗ）×２４１（Ｈ）×２５３（Ｄ）ｍｍ

質 量 約４．２５ｋｇ

付 属 品 取扱説明書･･･････････････････････････１部

パネル取付金具･･･････････････････････１組

インクリボン･･･････････････････････１０個

ロール紙用シャフト･･･････････････････１本

記録紙･････････････････････ロール紙１０巻

ゴムベルト･･･････････････････３本／セット

＊＊＊ お願い ＊＊＊

本製品の出荷時には、試し印字用のインクリボンを装着しております。

本製品を本稼働させるときは、附属のインクリボン”5860-09-001”

(ERC-22）に交換の上ご使用ください。

なお、インクリボンの交換方法に付きましては、取扱説明書の

”記録紙及びインクリボンの交換”の項目をご参照願います。
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３．取付け方法と各部の説明
３．１ 取付け方法

（１）本体の取付け

本体両側にある取付金具をはずし、本体をパネル前面より挿入し、取付金具を取り付けた上、

マイナスドライバーで締め付けてください。（図１参照）

図１

＋０．５ ＋０．５

パネルカット寸法：１２１ ×２３１ ｍｍ０ ０

パネル厚：１．６～６ｍｍ（３．２ｍｍ鉄パネルを推奨）

取付金具ねじの適正締付けトルク：１．１～１．５ Ｎ・ｍ

 注 意

・ねじを締めすぎないでください。ケースが変形する恐れがあります。
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３．２ 前面パネルの説明

前面パネルねじを緩め、窓板の上部両側をつまみ、手前へたおすようにして開けます。(図２)

１桁と８桁の７セグメント表示器、ＬＥＤランプ及び３個のプッシュスイッチが現れます。(図３)

図２ 図３

①ＰＥランプ

記録紙が終わりの時、点滅して知らせます。

②モード表示器

積算表示の時 ：積算Ａの場合は．を表示します。

積算Ｂの場合は．を表示します。

演算表示の時 ：表示が９９９９９９９をオーバした場合はモード表示器の小数点が点滅

します。

ただし、Ａ－Ｂの結果がマイナスの場合“．”を表示します。

演算結果が＋の時はを表示します。

時計表示の時 ：消灯します。

設定モードの時：項目番号を表示します。

③データ表示器

時計表示、積算表示又は、演算表示をします。

また、設定値や各種のキャラクタを表示します。

④ＦＵＮＣＴＩＯＮスイッチ

設定モードの選択スイッチです。

⑤ＭＯＤＥスイッチ

設定開始、設定項目の切替、設定終了に使用します。

積算動作中に３秒以上押し続けると、設定モードになります。

設定中に押すと設定項目が替わります。

設定中に１０秒以上押し続けると設定操作印字を行います。

⑥月報メモリプリントスイッチ／ＳＨＩＦＴスイッチ

積算動作中は過去１年分の月報メモリ（１２データ）の印字を開始します。

設定中はＳＨＩＦＴスイッチで設定変更桁を選択します。

⑦ＵＰスイッチ

設定中にＳＨＩＦＴスイッチで選択した桁のデータをインクリメントします。

⑧ＦＥＥＤスイッチ

積算動作中にこのスイッチを押すと紙送りを行います。

記録紙をセットする時にも使用します。

⑨ＰＲＩＮＴスイッチ

⑩プリンタメカ

⑪インクリボン
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３．３ 裏面パネルの説明

 警 告

・間違った配線で使用しないでください。機器破損の原因となります。

・配線作業をする場合は、電源を切った状態で行ってください。

感電の危険があります。

・配線作業は湿度の高い場所、濡れた手などで行わないでください。

感電の危険があります。

・通電中は電源端子に触れないでください。感電の危険があります。

・ＤＣ電源の場合は、極性を間違えないよう注意してください。

機器トラブルの原因になります。

（１）電源用端子台

AC100～ 240Vの時（４４０Ｃ－Ａ） DC24Vの時（４４０Ｃ－９）

POWER ＋ －

② ③ ② ③

＋ －Ｐ２ Ｐ１
接地用端子 接地用端子

AC100～ 240V DC24V

注）①及び④のねじは端子台固定ねじですので緩めないでください。

使用端子ねじ：Ｍ３

締付けトルク：０．４６～０．６２Ｎ・ｍ

ＰＯＷＥＲ及び＋，－は、電源入力端子です。

－Ａ（ＡＣ）仕様のときは、１００～２４０Ｖ（５０／６０Ｈｚ）電源と接続してください。

－９（ＤＣ２４Ｖ）仕様の時は、ＤＣ２４Ｖの電源と接続してください。

（２）入出力ねじ端子

●端子配列

入力

稼働時間／ｲﾍﾞﾝﾄ PO出力

TOTAL A

INHi INLo 1 3 5 COM ADJ MANUAL C A.OUT＋

A 1 A 2 A 3 A 4 A 5 A 6 A 7 A 8 A 9 A10

B 1 B 2 B 3 B 4 B 5 B 6 B 7 B 8 B 9 B10

INHi INLo 2 4 6 COM RESET STATUS E A.OUT－

TOTAL B

稼働時間／ｲﾍﾞﾝﾄ PO出力

入力

●入出力信号の説明

○積算Ａ入力(TOTAL A)、積算Ｂ入力(TOTAL B)

極性を間違えないよう測定入力を接続してください。

測定入力の電位の高い方をINHiに接続してください。

INLoは内部で共通となっています。

なお、入力ラインが平行に配線されますと指示不安定の原因になります。

○稼働時間／イベント入力(CH1､CH2､CH3､CH4､CH5､CH6)

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○時計の３０分補正入力 (ADJ)

ＡＤＪ端子をＣＯＭ端子に短絡すると時計を００分００秒に補正します。

注）分の単位が３０分以上の時は、時間の桁上げを行います。

年月日の桁上げは行いませんので、23時 30分から00時の間は時計の30分補正を行わ

ないでください。

例：08/09/01 23:55の時に行うと08/09/01 00:00になります。

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

パルス幅：１ｓ以上 接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ
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○リセット (RESET)

ＲＥＳＥＴ端子をＣＯＭ端子に短絡すると積算Ａ、Ｂの月報、日報、時報及び、稼働時

間のデータを０にリセットします。

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

パルス幅：１０ｍｓ以上 接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○手動印字入力 (MANUAL)

ＭＡＮＵＡＬ端子をＣＯＭ端子に短絡すると手動印字をします。

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

パルス幅：１０ｍｓ以上 接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○ステータス出力(STATUS)

プリント動作不能のとき、トランジスタＯＦＦを出力します。

・４４０Ｃの電源ＯＦＦのとき

・紙切れのとき

・プリンタメカの異常のとき

オープンコレクタ出力（ＮＰＮ）

ＤＣ３０Ｖ３０ｍＡ ＭＡＸ 飽和電圧１．６Ｖ以下

○コモン (COM)

A3, A4, A5, B3, B4, B5, A7, A8, B7, B8用コモン

入力回路

○ＰＯ出力（Ｅ、Ｃ）

オープンコレクタ（ＮＰＮ）ＤＣ３０Ｖ ２００ｍＡ ＭＡＸ 飽和電圧1.6V以下

○アナログ出力 （A.OUT+ A.OUT-）

積算入力の瞬時値に比例したアナログ信号を出力します。

アナログ信号は、入力Ａ又はＢの信号を切替えて出力します。

アナログ出力は入力回路とアイソレーションしています。

極性を確認の上、接続してください。

 注 意

・アナログ出力端子には外部より電圧を印加しないでください。機器破損の恐れ

があります。
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４．印字動作
４．１ 自動印字機能

印字指定の時刻になると、自動的に月報、日報、時報印字を行います。

４．１．１ 時報印字

時報印字は、毎時（正時 ２４回）、指定時刻（６点）又は、インターバル時間の３種

類があり、設定した時刻に積算値、演算値及び稼働時間を印字します。

なお、積算値は総積算と区間積算値を印字します。

注）１．月報、日報、時報の積算量は、各々独立して指定印字時刻を基準にメモリにカウント

ＵＰしています。

月報と日報の印字時刻が異なると（例 月報は１２時００分、日報は１２時３０分）

日報印字の積算量の１ヶ月合計と月報の積算量が異なることがあります。

２．日報と時報の印字時刻が異なる場合も上記と同様に時報印字の積算量の１日の合計と

日報の積算量が異なることがあります。

３．積算Ｂ－積算Ａの順に取り込みを行います。そのため、取り込みに時間差があるため

データに誤差を生じる場合があります。

４．１．２ 日報印字

日報印字は、１日に１回指定時刻に１日（２４時間）の積算値、演算値及び稼働時間を

印字します。

なお、積算値は総積算と日計を印字します。

４．１．３ 月報印字

月報印字は、指定日の指定時刻に１ヶ月間の積算値、演算値及び稼働時間を印字します。

なお、積算値は総積算と月計を印字します。

３１日に設定した場合、小の月（２月、４月、６月、９月、１１月）には月末日に印字

します。
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４．１．４ 印字例

（１）印字モード１

時報の区間積算値は最大5桁(99999)印字となり５桁を越えた場合は、※と下５桁を印字し

ます。なお時報の稼働時間は印字しません。

ｼｭｽｲ-1 ｿｳｾｷｻﾝ ｼｭｽｲ-2 ｿｳｾｷｻﾝ
3 3m m

時報印字 01:00 100.00 200.00 100.00 200.00

02:00 100.00 300.00 100.00 300.00

03:00 100.00 400.00 100.00 400.00

04:00 100.00 500.00 100.00 500.00

05:00 100.00 600.00 100.00 600.00

06:00 100.00 700.00 100.00 700.00

07:00 100.00 800.00 100.00 800.00

08:00 100.00 900.00 100.00 900.00

09:00 100.00 1000.00 100.00 1000.00

ｲﾍﾞﾝﾄ印字 09:20 イベント１ ハッセイ

09:25 イベント１ フッキ

時報印字 10:00 100.00 1100.00 100.00 1100.00

11:00 100.00 1200.00 100.00 1200.00

手動印字 11:25 50.00 1250.00 50.00 1250.00■

時報印字 12:00 100.00 1300.00 100.00 1300.00

13:00 100.00 1400.00 100.00 1400.00

14:00 100.00 1500.00 100.00 1500.00

15:00 100.00 1600.00 100.00 1600.00

21:00 100.00 1300.00 100.00 1300.00

22:00 100.00 1400.00 100.00 1400.00

23:00 100.00 1500.00 100.00 1500.00

98/02/16

00:00 100.00 1500.00 100.00 1500.00

日報印字 98/04/02 23:00 ﾆｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 2400 m 2400 m
3 3ｼｭｽｲ-2 2400 m 2400 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 4800 m 4800 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 10h30min 19h

月報印字 98/05/01 00:00 ｹﾞｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 252960 m 254280 m
3 3ｼｭｽｲ-2 89280 m 90025 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 342240 m 344305 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 103h 112h
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（２）印字モード２

時報印字 98/05/12 09:00 ｼﾞﾎｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 320 m 1320 m
3 3ｼｭｽｲ-2 120 m 754 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 440 m 2074 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 60min00s 9h

日報印字 98/05/13 00:00 ﾆｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 8160 m 9160 m
3 3ｼｭｽｲ-2 2880 m 3514 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 11040 m 12674 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 10h30min 19h

月報印字 98/06/01 00:00 ｹﾞｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 252960 m 254280 m
3 3ｼｭｽｲ-2 89280 m 90025 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 342240 m 344305 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 103h 112h

ｲﾍﾞﾝﾄ印字 98/06/01 09:00 ポンプ－１ キドウ

98/06/01 11:00 ポンプ－１ テイシ

４．２ 手動印字機能

積算動作中に、ＰＲＩＮＴスイッチを１秒以上押すと、その時点の時刻、積算値及び、総積

算値を印字します。

印字モード２の時は稼働入力の（ＯＮ又はＯＦＦ）も印字します。

また裏面端子のＭＡＮＵＡＬ入力でも同様の動作をします。

手動印字 98/06/01 12:40 ｼｭﾄﾞｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 250 m 1324 m
3 3ｼｭｽｲ-2 112 m 524 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 362 m 1848 m

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ2 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ3 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ4 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ5 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ6 OFF
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４．３ 月報メモリ印字機能

積算動作中に月報メモリプリントスイッチを１秒以上押すと、過去１年間の月報メモリを印

字します。ただし、稼働時間は印字しません。

印字例

ｹﾞｯﾎﾟｳﾒﾓﾘ ｼｭｽｲ-1 ｼｭｽｲ-2 ｿｳｼｭｽｲ
3 3m m

97/06/01 252960 89280 342240

97/07/01 252960 89280 684480

97/08/01 252960 89280 1026720

97/09/01 252960 89280 1368960

97/10/01 252960 89280 1711200

97/11/01 252960 89280 2053440

97/12/01 252960 89280 2395680

98/01/01 252960 89280 2737920

98/02/01 252960 89280 3080160

98/03/01 252960 89280 3422400

98/04/01 252960 89280 3764640

98/05/01 252960 89280 4106880

４．４ 時報・日報メモリ印字

積算動作中に、ＳＨＩＦＴスイッチとＰＲＩＮＴスイッチを同時に押します。

印字例（印字モード２の場合）

時報を最長６日分（インターバル ｼﾞﾎｳ ｲﾝｼﾞ

印字の場合は１４４回分）を印字 98/05/12 09:00 ｼﾞﾎｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3イベントは印字しません。 ｼｭｽｲ-1 320 m 1320 m
3 3ｼｭｽｲ-2 120 m 754 m

3 3ｿｳｼｭｽｲ 440 m 2074 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 60min00s 9h

ﾆｯﾎﾟｳ ｲﾝｼﾞ

日報を最長３１日分印字 98/05/13 00:00 ﾆｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 8160 m 9160 m
3 3ｼｭｽｲ-2 2880 m 3514 m

3 3ｿｳｼｭｽｲ 11040 m 12674 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 10h30min 19h

４．５ 時報・日報紙切れ印字

記録紙を補給した後、ＳＨＩＦＴスイッチとＦＥＥＤスイッチを同時に押します。

紙切れで印字しなかった、時報、日報を印字します。

ただし、イベントは印字しません。

印字フォーマットは、時報、日報メモリ印字と同じです。
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４．６ スタート印字

ＵＰスイッチとＰＲＩＮＴスイッチを同時に１秒以上押すと、積算カウンタをリセット後、

積算を開始しスタート日時とリセットしたカウンタ名を印字します。

印字例：

スタートの日付 ｽﾀｰﾄ 98/08/20
３積算値 ｾｷｻﾝ A 0 m
３ｾｷｻﾝ B 0 m

稼働時間 ｶﾄﾞｳ_1 0 h 0 min 0 s

ｶﾄﾞｳ_2 0 h 0 min 0 s

ｶﾄﾞｳ_3 0 h 0 min 0 s

リセットするカウンタは、現在の表示モードにより下表となります。

表示モード リセットするカウンタ

時計表示 積算値の時報、日報、月報、総積算及び稼働時間

積算値Ａ表示 積算Ａ、総積算

積算値Ｂ表示 積算Ｂ、総積算

演算値表示 積算値Ａ、積算値Ｂ、総積算

稼働時間表示 CH1～ CH6の稼働時間、CH1～ CH6総稼働時間
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４．７ 設定値印刷

ＦＥＥＤスイッチとＭＯＤＥスイッチを同時に１秒以上押すと設定値印刷を行います。

設定値印刷では設定モードで行った設定内容を印字します。

印字例１

月報 自動印字あり、月報時刻 ｾｯﾃｲﾁ ｲﾝｻﾂ

日報 自動印字あり、日報時刻 ｹﾞｯﾎﾟｳ 01/00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

時報 毎時印字あり ﾆｯﾎﾟｳ 00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

稼働時間の印字なし ｼﾞﾎｳ 0:ﾏｲｼﾞ ｼﾞﾄﾞｳ ｲﾝｼﾞ ｱﾘ

印字モード１ 0:ｶﾄﾞｳ ｼﾞｶﾝ ｲﾝｼﾞ

積算表示 時報 ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ 0:ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ1

演算式 Ｙ＝Ａ＋Ｂ ｾｷｻﾝ ﾋｮｳｼﾞ 0:ｼﾞﾎｳ

パルス出力 １ｍｓ ｴﾝｻﾞﾝ 0:A+B

アナログ出力 PO 1: 1msec

最大周波数及び入力 ｱﾅﾛｸﾞ ｼｭﾂﾘｮｸ :ｾｷｻﾝA

ｾｷｻﾝA ｾｷｻﾝB

積算Ａ、積算Ｂ ｾｷｻﾝ ｼｮｳｽｳﾃﾝ : 0 0
３ ３積算小数点及び単位 ﾀﾝｲ m m

ｾｷｻﾝ ｼﾞｮｳｽｳ : 18000 18000

ｶｯﾄｵﾌ : 0% 0%

ｼｭﾝｼﾞ ﾌﾙｽｹｰﾙ : 20000 20000

ｼｭﾝｼﾞ ｼｮｳｽｳﾃﾝ : 0 0

積算Ａ、積算Ｂ ｲﾝｼﾞ ｺｳﾓｸ ﾒｲｼｮｳ

印字する(ON)／しない及び積算名称 ｾｷｻﾝA :ON ｾｷｻﾝ_A

ｾｷｻﾝB :ON ｾｷｻﾝ_B

演算 ｴﾝｻﾞﾝ :OFF A+B

印字する／しない(OFF)及び演算名称 ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch1 1:ｶﾄﾞｳ ｶﾄﾞｳ_1

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch2 1:ｶﾄﾞｳ ｶﾄﾞｳ_1

稼働印字項目、稼働名称及び、イベン ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch3 1:ｶﾄﾞｳ ｶﾄﾞｳ_1

ト名称 ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch4 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

OFF CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch5 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

OFF CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch6 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

換算値印字 OFF CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ 0:ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ ﾅｼ

○印字例２：時報を指定時刻（６点）とした場合

ｾｯﾃｲﾁ ｲﾝｻﾂ

ｹﾞｯﾎﾟｳ 01/00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

ﾆｯﾎﾟｳ 00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

ｼﾞﾎｳ 1:6ﾃﾝ ｼﾞﾄﾞｳ ｲﾝｼﾞ ｱﾘ

時報：１回目の指定時刻 01:30

２回目の指定時刻 03:30

３回目の指定時刻 05:30

４回目の指定時刻 07:30

５回目の指定時刻 09:30

６回目の指定時刻 11:30

0:ｶﾄﾞｳ ｼﾞｶﾝ ｲﾝｼﾞ

ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ 0:ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ1

OFF CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch6 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

OFF CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ 0:ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ ﾅｼ

-14-



４．８ 積算カウンタオーバ印字

４４０Ｃのカウンタが９９９９９９９９を越えた時点で、時刻と積算値（９９９９９９９

９）を印字し、再び０からカウントします。

印字例：積算Ａの月報がオーバした場合

カウンタオーバ

ｹﾞｯﾎﾟｳ OVER 98/ 8/20 9:20
３ｾｷｻﾝ A 99999999 m

４．９ テスト印字

ＦＥＥＤスイッチを押しながら電源を投入すると、テストパターン印字を開始します。

テスト印字終了後、データ表示器を全点灯し停止します。ＦＥＥＤスイッチを押し通常状態

（積算動作）に戻します。

４．１０ 設定操作印字

設定モードに入る時にＭＯＤＥスイッチを１０秒以上押し続けると、設定項目の概要単位コ

ード、文字コードを印字します。

４．１１ 停電復帰後の印字

停電復帰後に停電時間を印字します。

ただし、停電時間が二ヶ月以上の場合は、停電時間は印字しません。

また、自動印字の時、電源がＯＦＦであった場合、停電時間印字後に、停電の復帰した時刻

で日報、月報の自動印字をします。なお、時報印字はしません。

注）電源ＯＦＦの時のカウント値は加算されません。

印字例：

---- ﾃｲﾃﾞﾝ ｶﾞ ｱﾘﾏｼﾀ ----

98/ 8/19 20:30 ｶﾗ 98/8/20 15:35 ﾏﾃﾞ

４．１２ メモリの初期化

テスト印字の開始（１行目）と同時にＭＯＤＥスイッチを押し続けるとメモリ及び設定値を

初期化し初期値のデータとなります。

テスト印字動作を終了後、

” ---ﾒﾓﾘ ｦ ﾘｾｯﾄ ｼﾏｼﾀ ---”

を印字します。

ＦＥＥＤスイッチを押すとメモリ異常時の印字を行い通常状態（積算動作）に戻ります。

４．１３ メモリ異常時の印字

電池切れになった時は、積算データが消去されます。この時に、電源を投入した場合にメモ

リ異常時の印字をし、積算データ（時報、日報、月報、月報メモリ）、カレンダ時計を初期

化します。ただし、設定値は初期化されません。

カレンダ時計を再設定し、２４時間以上通電し電池を充電してください。

印字例：

--- ﾒﾓﾘ ﾉ ｴﾗｰ ﾃﾞｽ ﾄｹｲ ｦ ｻｲｾｯﾄ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ---
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５．設定方法
５．１ 設定値一覧

○時報

自動印字 ■あり、なし

何れか一つ □毎時（正時）

□インターバル：１分、３分、５分、１０分、３０分

□６点指定時刻

１． 時 分 ２． 時 分 ３． 時 分

４． 時 分 ５． 時 分 ６． 時 分

稼働時間印字 ■あり、なし

印字モード ■印字モード１、印字モード２

○日報

自動印字 ■あり、なし

時 分

○月報

自動印字 ■あり、なし

日 時 分

○積算Ａ

印字 ■あり、なし

印字名称 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

（６文字） コード

文 字

単位 コード

小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

積算定数 設定範囲 ２０～９９９９９

カットオフ 設定範囲 ０～１０％

積算小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

瞬時 ﾌﾙｽｹｰﾙ 設定範囲 ２０～２００００

瞬時小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

積算初期値 通常は設定しません

○積算Ｂ

印字 ■あり、なし

印字名称 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

（６文字） コード

文 字

単位 コード

小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

積算定数 設定範囲 ２０～９９９９９

カットオフ 設定範囲 ０～１０％

積算小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

瞬時 ﾌﾙｽｹｰﾙ 設定範囲 ２０～２００００

瞬時小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

積算初期値 通常は設定しません

○積算Ａ、積算Ｂの共通設定

表示切替 ■時報表示、日報表示、月報表示、総積算表示

○パルス出力

出力の選択 ■積算Ａ、積算Ｂ

パルス幅の選択 ■ ５０μｓ、１ｍｓ、５０ｍｓ、１００ｍｓ

○アナログ出力

出力の選択 ■ 積算Ａ、積算Ｂ
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○演算

印字 ■あり、なし

印字名称 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

（６文字） コード

文 字

式 ■ Ａ＋Ｂ、Ａ－Ｂ

○稼働／イベント

稼働動作 イベント動作

入力 ＣＨ１■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ２■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ３■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ４■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ５■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ６■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

稼働時間換算 印字 ■あり、なし

６点共通 換算値０．００００１～９９９９．９９

CH1ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH2ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH3ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ
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５．２ 設定方法

●設定値を変更するには、表示の状態とFUNCTIONスイッチにより設定項目を選択します。

①設定モードの切替で、設定モードを選択します。（５．２．３項参照）

②下表より目的の表示を選択します。

③目的の設定項目を選択し、設定値を変更します。

●設定値の読み出しのみ行う。

①設定モードの切替で、読み出しモードを選択します。（５．２．３項参照）

②下表より目的の表示を選択します。

③目的の設定項目を選択し、設定値を変更します。

注１）操作を５分以上中断すると、自動的に測定モードに戻ります。

（１）時計表示時の設定

FUNCTION
設 定 項 目 参 照

ｽｲｯﾁの番号

０ 表示の切替 ５．２．４項

１ 日付の設定 ５．３．１項

２ 時刻の設定 ５．３．２項

３ 時報モードの設定：毎時／６点／ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ、稼働時間の印字 ５．３．３項

４ 時報指定時刻の設定：６点指定時刻時 ５．３．４項

５ 日報時刻の設定 ５．３．５項

６ 月報時刻の設定 ５．３．６項

７～Ｄ －－－－－－－－－－－－－－

Ｅ 自動モードの設定：月報、日報、時報、の有無、印字モード ５．３．７項

Ｆ 設定モードの切替：読み出しモード／設定モード ５．２．３項

（２）積算Ａ、Ｂ表示時の設定

FUNCTION
設 定 項 目 参 照

ｽｲｯﾁの番号

０ 表示の切替 ５．２．４項

１ 積算名称の設定 （注２） ５．４．１項

２ 単位の設定 （注２） ５．４．２項

３ 積算小数点の設定 （注２） ５．４．３項

４ 積算定数の設定 （注２） ５．４．４項

５ 積算初期値の設定 （注２） ５．４．５項

６ 積算表示の切替 （注３） ５．４．６項

７ －－－－－－－－－－－－－－

８ パルス出力の設定 （注３） ５．４．７項

９ アナログ出力の設定 （注３） ５．４．８項

Ａ カットオフの設定 （注２） ５．４．９項

Ｂ 瞬時フルスケールの設定 （注２） ５．４．10項

Ｃ 瞬時小数点の設定 （注２） ５．４．11項

Ｄ －－－－－－－－－－－－－－

Ｅ 積算印字をする／しないの設定 （注２） ５．４．12項

Ｆ 設定モードの切替：読み出しモード／設定モード ５．２．３項

注２）１～５、Ａ～Ｅの設定は、積算Ａ表示時は積算Ａの設定、積算Ｂ表示時は積算Ｂの設定とな

ります。

注３）６～９の設定は、積算Ａ、積算Ｂ、演算表示共通の設定です。

（３）演算表示時の設定

FUNCTION
設 定 項 目 参 照

ｽｲｯﾁの番号

０ 表示の切替 ５．２．４項

１ 演算名称の設定 ５．５．１項

２ 演算式の設定 ５．５．２項

３～５ －－－－－－－－－－－－－－－

６ 積算表示の切替 （注４） ５．４．６項

７ －－－－－－－－－－－－－－－

８ パルス出力の設定 （注４） ５．４．７項

９ アナログ出力の設定 （注４） ５．４．８項

Ａ～Ｄ －－－－－－－－－－－－－－－

Ｅ 演算印字をする／しないの設定 ５．５．３項

Ｆ 設定モードの切替：読み出しモード／設定モード ５．２．３項

注４）６～９の設定は、積算表示時の設定と共通です。
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（４）稼働時間表示時の設定

FUNCTION
設 定 項 目 参 照

ｽｲｯﾁの番号

０ 表示の切替 ５．２．４項

１ 入力１

２ 入力２

３ 稼働時間名称の設定 入力３
５．６．１項

４ 入力４

５ 入力５

６ 入力６

７ 稼働時間換算値の設定 ５．６．２項

８ 入力１

９ 入力２

Ａ ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞの設定 入力３
５．６．３項

Ｂ 入力４

Ｃ 入力５

Ｄ 入力６

Ｅ 稼働時間入力／イベント入力の切替 ５．６．４項

Ｆ 設定モードの切替：読み出しモード／設定モード ５．２．３項

５．２．１ 使用するスイッチ

FUNCTIONスイッチ：設定項目の選択に使用します。

MODEスイッチ ：設定開始、設定の終了、表示の変更に使用します。

FUNCTION 0以外の設定では、１０秒間押し続けると、変更を行う項目の設

定操作印字を行います。

SHIFTスイッチ ：設定の変更、変更する桁の選択に使用します。

UPスイッチ ：選択した桁のデータの変更に使用します。

PRINTスイッチ ：稼働時間換算値印字の小数点位置の指定に使用します。

積算、演算、稼働時間の印字名称設定、イベントメッセージの設定では、

設定した文字列のテスト印字をします。

５．２．２ ＬＥＤ表示例

小数点の点滅 点灯 数字の点滅

５．２．３ 設定モードの切替

・設定データの読み出しモード又は設定モードのモードの切替をします。

・読み出しモードは、設定の読み出し専用で、設定値の変更はできません。

① FUNCTIONスイッチを“Ｆ”にします。

② MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

③ SHIFTスイッチを押して、設定の変更モードに入ります。

④ UPスイッチを押して、モードを切り替えます。

例は、読み出しモードから設定モードに切り替えます。

点滅 ⑤ MODEスイッチで時計表示（測定表示）に戻ります。

０ 読み出しモード ：設定内容の確認ができます。

１ 設定モード ：各種設定の変更ができます。

注）モード表示のDPは、０：読み出しモード時は点灯、１：設定モード時は点滅表示になります。

設定終了後は、他の設定を行う場合も同様になります。
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５．２．４ 表示の切替

FUNCTIONスイッチを“０”にすると表示の切替モードになります。

① FUNCTIONスイッチを“０”にします。

② MODEスイッチを押すたびに表示が切り替わります。

●時計表示

現在の月、日、時、分を表示します。

月 日 時 分

●積算Ａ表示

積算Ａの積算値を表示します。

積算Ａ 積算値

●積算Ｂ表示

積算Ｂの積算値を表示します。

積算Ｂ 積算値

●演算表示

演算値を表示します。

演算表示

オーバ表示：演算の結果が８桁をオーバしたとき、小数点を点滅します。

：演算値がプラスのとき表示します。

：演算値がマイナスのとき表示します。

●総稼働時間表示／イベント表示

入力チャンネルＮｏ．はUPスイッチで切替ます。

ａ）稼動入力のとき、総稼働時間を表示します。

入力チャンネルＮｏ． 時 分

ｂ）イベント入力のとき、入力の状態を表示し

ます。

入力チャンネルＮｏ． 入力の状態

注）６点共「印字しない」に設定している場合、

を表示します。
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５．３ 時計表示時の設定

５．３．１ 日付の設定

・カレンダ時計の年月日を設定します。年は、西暦の下２桁（００～９９）を設定します。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、時計表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“１”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の年月日を表示しま

す。（再度MODEｽｲｯﾁを押すと時計表示に戻ります。）

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。例は、９８年５月１日です。

点滅 年 月 日

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

５．３．２ 時刻の設定

・カレンダ時計の時分を設定します。

・時は、２４時間（０～２３）設定です。秒の設定はできません。（００秒の設定になります。）

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし時計表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“２”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の時刻を表示します。

（再度MODEｽｲｯﾁを押すと時計表示に戻ります。）

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。例は、１０時１５分００秒で

点滅 時 分 秒 す。

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。
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５．３．３ 時報モードの設定

・毎時印字、指定時刻印字及びインターバル印字を選択します。

・また時報の印字モード２の稼働時間印字のあり／なしを設定します。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし時計表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“３”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

例は、指定時刻、稼働時間の印字なしです。

点滅

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

時報モード 時報、稼働時間の印字

０ なし 稼働時間の印字なし 印字モード２の場合

１ あり 稼働時間の印字あり

０ 毎時 １時間（毎正時）ごとに印字

１ 指定時刻 指定した時刻に印字

時刻の設定方法は５．３．４項を参照してください。

２ インターバル １分 １分ごとに印字

３ インターバル ３分 ３分ごとに印字

４ インターバル ５分 ５分ごとに印字

５ インターバル１０分 １０分ごとに印字

６ インターバル３０分 ３０分ごとに印字

５．３．４ 時報指定時刻の設定

・６点の指定時刻の時分を設定します。６点の指定時刻の自動印字をするには５．３．３項の時報

モードを“１”に設定し、５．３．７項の時報自動印字を“あり”に設定してください。

・指定時刻が１点の場合は、６点すべてを同時刻に設定してください。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし時計表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“４”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

例は、指定時刻番号１の印字時刻を１時００分です。

点滅 時 分

指定時刻番号（１～６） ⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。
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５．３．５ 日報時刻の設定

・日報印字する時分を設定します。日報の自動印字をするには５．３．７項の日報自動印字を

“あり”に設定してください。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし時計表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“５”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

点滅 時 分 例は、日報時刻が１時００分です。

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

５．３．６ 月報時刻の設定

・月報印字する日付、時分を設定します。月報の自動印字をするには５．３．７項の日報自動印字

を“あり”に設定してください。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし時計表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“６”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

例は、月報時刻が２日００時００分です。

点滅 日 時 分

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

５．３．７ 自動モードの設定

・月報、日報、時報の自動印字のあり／なしと、時報の印字モードの切替を表示器の桁ごとに

それぞれ設定します。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし時計表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

点滅 ⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

０ なし

１ あり 時報自動印字

０ なし

１ あり 日報自動印字

０ なし

１ あり 月報自動印字

０ 印字モード１

１ 印字モード２ 印字モード
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５．４ 積算Ａ、Ｂ表示時の設定の設定

５．４．１ 積算名称の設定

・積算名称を英数カナ文字、６文字以内を１文字ずつコードで入力します。

・積算Ａと積算Ｂの名称を個別に設定できます。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“１”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

点滅 選択した桁は点滅します。

文字列番号 文字コード 例は、文字列番号２に“キ”と設定。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

設定例 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

文字コード ｂＥ ｂ７ ｂｂ ｄｄ ５Ｆ ４１

文字 セ キ サ ン ＿ Ａ

文字列番号 １→２→３→４→５→６→１の順で文字列を設定。

注１）設定中にPRINTスイッチを押すと、積算名称の文字コードと文字列を印字します。

注２）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、設定操作印字後に文字

コード表を印字します。

５．４．２ 単位の設定

・積算値に付加する単位を設定します。

・積算Ａと積算Ｂの単位を個別に設定できます。

・演算印字する場合、積算Ａ、積算Ｂの単位を同じにしてください。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“２”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在のコードを表示しま

す。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

点滅 単位コード 選択した桁は点滅します。 例は、ｍ に設定。３

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

コード 単位
３６７ ｍ

注）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、設定操作印字後に単位コー

ドを印字します。
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５．４．３ 積算小数点の設定

・積算値の表示、印字時の小数点位置を設定します。

・演算印字する場合、積算Ａ、積算Ｂの小数点位置を同じにしてください。

・積算値に付加する単位を設定します。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“３”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の小数点位置を表示し

ます。

④ SHIFTスイッチを押し、続いて UPスイッチを押して、小数

点位置を変更します。

点滅 選択した桁は点滅します。

小数点位置 例は、１０ 桁から１０ 桁に変更。２ ３

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

５．４．４ 積算定数の設定

・積算定数：１００％入力時での１時間の積算値

・設定範囲：２０～９９９９９

・積算Ａ表示時は積算Ａ、積算Ｂ表示時は積算Ｂの積算定数を個別に設定します。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“４”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の定数を表示します。

④ SHIFTスイッチを押し、変更するを選択します。

UPスイッチを押して、変更します。

例は、２０から１００に変更。

点滅

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

５．４．５ 積算初期値の設定

・時報、日報、月報の積算開始時の積算値を設定します。

・積算Ａと積算Ｂの積算初期値は個別に設定できます。

・設定範囲：０～９９９９９９９９の８桁

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“５”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、00000000表示します。

④ SHIFTスイッチを押して変更操作に入り、変更する桁を選

択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

点滅 選択した桁は点滅します。

積算初期値 例は、０から１００００に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

注） 変更操作で、表示が点滅に入ると、⑤の操作で初期値に

変更されます。
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５．４．６ 積算表示の切替

・時報、日報、月報、総積算又は瞬時値表示の切替をします。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“６”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の番号を表示します。

④ SHIFTスイッチを押し、続いて UPスイッチを押して、値を

変更します。

例は、時報表示から日報表示に変更。

点滅

⑤ MODEスイッチで 測定モードに戻ります。

０ 時報を表示

１ 日報を表示

２ 月報を表示

３ 総積算を表示

４ 瞬時値を表示

０→１→２→３→４→０の順で選択

５．４．７ パルス出力の設定

・積算カウントに同期した、パルスを出力します。

・出力パルス幅：積算定数に応じたパルス幅を選択してください。

積 算 定 数 出力パルス幅

２０～９９９９９ ５０μｓ

２０～９９９９９ １ｍｓ

１８０００～３６０００ ５０ｍｓ

２０～１８０００ １００ｍｓ

注）出力パルス幅は下式で計算される出力周波数〔Ｔ〕より広くならないように選択してください。

出力周期が出力パルス幅より狭い場合は、出力連続ＯＮ（パルスになりません）となります。

１
出力周期：Ｔ＝

積算定数÷３６００

・出力選択 ：積算Ａ又は、積算Ｂのどちらかを選択して出力します。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“８”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

例は、積算Ａの出力５０μｓから積算Ａの１ｍｓに変更。

点滅

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

０ ５０μｓ

１ １ｍｓ 出力パルス幅

２ ５０ｍｓ

３ １００ｍｓ

Ａ 積算Ａに同期して出力 出力の選択

ｂ 積算Ｂに同期して出力
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５．４．８ アナログ出力の設定

・瞬時値を出力します。

・出力を積算Ａ又は積算Ｂとするかの選択をします。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“９”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の状態を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

例は、積算Ａ入力から積算Ｂ入力に変更。

点滅

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

Ａ 積算Ａに対して出力 出力の選択

ｂ 積算Ｂに対して出力

５．４．９ カットオフの設定

・低レベル信号の不安定領域信号をカットオフできます。

カットオフ領域では、瞬時値表示、積算カウントは行いません。

・カットオフ範囲：０～１０％

・積算Ａ表示は積算Ａ、積算Ｂ表示時は積算Ｂのカットオフを個別に設定できます。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“Ａ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の状態を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して､UPスイッチを押して､カットオフ

値を変更します。

例は、カットオフ０％から１％に変更。

点滅

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

５．４．１０ 瞬時フルスケールの設定

・入力に対するフルスケール値を任意に設定できます。

・設定範囲：２０～２００００

・積算Ａ表示は積算Ａ、積算Ｂ表示時は積算Ｂのフルスケールを個別に設定できます。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“ｂ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在のフルスケールを表示

します。

④ SHIFTスイッチを押して､変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

点滅 例は、１００００から２００００に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。
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５．４．１１ 瞬時小数点の設定

・瞬時表示に小数点が必要な時は、１０ ～１０ 桁の位置に任意に設定できます。１ ５

・積算Ａ表示は積算Ａ、積算Ｂ表示時は積算Ｂの瞬時小数点を個別に設定できます。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“Ｃ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の小数点位置を表示し

ます。

④ SHIFTスイッチを押し、続いてUPスイッチを押して、小数

点位置を変更します。

点滅 選択した桁は点滅します。

小数点位置 例は、１０ 桁から１０ 桁に変更。２ ３

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

５．４．１２ 積算印字をする／しないの設定

・手動印字、自動印字、月報メモリー印字のときに、積算値を印字する／しないを設定します。

積算Ａと積算Ｂの設定を個別にします。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし積算Ａ又は積算Ｂ表示を選

択します。例は積算Ａを選択しています。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

例は、積算Ａの積算値を“印字しない”から“印字する”

点滅 に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

０ 印字しない

１ 印字する

注）積算Ａ、積算Ｂ両方共に“印字しない”に設定すると、演算印字もしません。
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５．５ 演算表示時の設定

５．５．１ 演算名称の設定

・演算名称を英数カナ文字、６文字以内を１文字ずつコードで入力します。

演算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし演算表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“１”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

選択した桁は点滅します。

点滅 例は、文字列番号２に“＋”と設定。

文字列番号 文字コード

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

設定例 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

文字コード ４１ ２ｂ ４２ ２０ ２０ ２０

文字 Ａ ＋ Ｂ

文字列番号 １→２→３→４→５→６→１の順で文字列を設定。

注１）設定中にPRINTスイッチを押すと、演算名称の文字コードと文字列を印字します。

注２）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、設定操作印字後に文字

コード表を印字します。

５．５．２ 演算式の設定

・演算式を選択します。

・式は、Ｙ＝Ａ＋Ｂ、Ｙ＝Ａ－Ｂ

演算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし演算表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“２”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

例は、Ａ＋ＢをＡ－Ｂに変更。

点滅 ⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

Ａ＝積算Ａの積算値

０ Ｙ＝Ａ＋Ｂ Ｂ＝積算Ｂの積算値

１ Ｙ＝Ａ－Ｂ
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５．５．３ 演算印字をする／しないの設定

・手動印字、自動印字、月報メモリー印字のとき、演算値を印字する／しないを設定します。

演算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし演算表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

例は、“印字しない”から“印字する”に変更。

点滅 ⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

０ 印字しない

１ 印字する

５．６ 稼働時間表示時の設定

５．６．１ 稼働時間名称の設定

・稼働時間の名称を英数カナ文字、６文字以内を１文字ずつコードで入力します。

・稼働入力１～６ＣＨの名称は、FUNCTIONスイッチ１～６で設定します。

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし稼働時間表示を選択しま

す。

② 稼働時間入力１に設定する場合は、FUNCTIONｽｲｯﾁを“１”

します。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

点滅 UPスイッチを押して、値を選択します。

文字列番号 文字コード 選択した桁は点滅します。

例は、文字列番号２に“ト”と設定。

⑤ FUNCTIONスイッチを“２”から“６”に順次切り替え、各

ＣＨの名称を設定します。

⑥ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

設定例 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

文字コード ｂ６ ｃ４ ｄＥ ｂ３ ２０ ３１

文字 カ ト ゛ ウ １

１→２→３→４→５→６→１の順で文字列を設定。

注１）設定中にPRINTスイッチを押すと、稼働時間名称の文字コードと文字列を印字します。

注２）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、文字コード表を印字し

ます。
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５．６．２ 稼働時間換算値の設定

・稼働時間と換算値で流量などの換算量を印字します。

式）換算量＝換算値×稼働時間（分換算）

・稼働時間の１分間当たりの流量値などの換算値を設定、及び換算量印字のあり／なしを選択しま

す。

・換算値は各入力共通です。

・換算値の範囲：０．００００１～９９９９．９９

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし稼働時間表示を選択しま

す。

② FUNCTIONスイッチを“７”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

点滅 選択した桁は点滅します。

例は、１．００から２．００に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

0.00001～ 9999.99 １分間当たりの換算値を設定

０ 換算量を印字しません。

１ 換算量を印字します。

５．６．３ イベントメッセージの設定

・イベント入力がＯＦＦ ＯＮ、及びＯＮ→ＯＦＦに変化した時に印字するメッセージを設定をし→

ます。

・メッセージを英数カナ文字、１２文字以内を１文字ずつコードで入力します。

・イベント入力１～６ＣＨのメッセージは、FUNCTIONスイッチ８～Ｄで設定します。

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし稼働時間表示を選択しま

す。

② FUNCTIONスイッチを“８”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

点滅 選択した桁は点滅します。

文字列番号

ON→ OFFﾒｯｾｰｼﾞ ⑤ FUNCTIONスイッチを“９”から“Ｄ”に順次切り替え、各

OFF→ ONﾒｯｾｰｼﾞ ＣＨのメッセージを設定します。

⑥ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

文字列番号 1 2 ３ ４ ５ ６ ７ 8 9 10 11 12

OFF→ ONﾒｯｾｰｼﾞ 文字コード cE dF dd cc dF 2d 31 20 b7 c4 dE b3

文字 ホ ゜ ン フ ゜ － １ キ ト ゛ ウ

ON→ OFFﾒｯｾｰｼﾞ 文字コード cE dF dd cc dF 2d 31 20 c3 b2 bc 20

文字 ホ ゜ ン フ ゜ － １ テ イ シ

1→2→ 3→ 4→ 5→ 6→7→ 8→ 9→ 10→ 11→ 12→ 1の順で文字列を設定。

注１）範囲外の設定をすると、設定モードからは抜けられません。

注２）設定中にPRINTスイッチを押すと、イベントメッセージの文字コードと文字列を印字します。

注３）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、文字コード表を印字し

ます。
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５．６．４ 稼働時間入力／イベント入力の切替

・１～６ＣＨの稼働時間／イベント入力の切替、及びイベント印字を行うエッジを表示器の桁ごと

に設定します。

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし稼働時間表示を選択しま

す。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

選択した桁は点滅します。

点滅 入力１ 例は、入力１を稼働時間入力からイベント入力

入力２ （ON→ OFF）に変更。

入力３

入力４ ⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

入力５

入力６

番号 機能

０ 印字なし

１ 稼働時間入力

２ イベント入力 ＯＮ→ＯＦＦ、ＯＦＦ→ＯＮ時に印字

３ イベント入力 ＯＮ→ＯＦＦ時に印字

４ イベント入力 ＯＦＦ→ＯＮ時に印字
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５．７ 工場出荷時の設定

工場出荷時は下記データになっています。ただし、カレンダ時計はセットされています。

表示 初期値データ 設定表示

カレンダ時計

０年１月１日１２時０分

時報の稼働時間の印字 ０（印字しない）

時報モード ０（毎時）

時報の設定

０時０分（６点）

時刻表示

日報の設定 ０時０分

月報の設定 １日０時０分

印字項目の設定

印字モード ０（モード１）

月報自動印字 １（印字する）

日報自動印字 １（印字する）

時報自動印字 １（印字する）

積算Ａの印字名称 セキサン Ａ

番号 コード 文字

１ ｂＥ セ

２ ｂ７ キ

３ ｂｂ サ

４ ｄｄ ン

５ ５Ｆ ＿

６ ４１ Ａ

積算Ｂの印字名称 セキサン Ｂ

番号 コード 文字

１ ｂＥ セ

積算表示 ２ ｂ７ キ

３ ｂｂ サ

４ ｄｄ ン

５ ５Ｆ ＿

６ ４２ Ｂ

単位の設定 積算Ａ ６７（m ）3

積算Ｂ ６７（m ）3

小数点 積算Ａ DP0（小数点なし）

の設定 積算Ｂ DP0（小数点なし）

積算定数 積算Ａ ９９９９９

の設定 積算Ｂ ９９９９９

積算表示の設定 ０（時報表示）

パルス出力の設定 積算Ａに周期

パルス幅 １ｍｓ

カットオフ 積算Ａ ０％

の設定 積算Ｂ ０％

瞬時ｽｹｰﾙ 積算Ａ ２００００

の設定 積算Ｂ ２００００

瞬時小数点 積算Ａ ＤＰ０(小数点なし)

の設定 積算Ｂ ＤＰ０(小数点なし)

アナログ出力の設定 積算Ａに同期

印字項目 積算Ａ １（印字する）

の設定 積算Ｂ １（印字する）

-33-



表示 初期値データ 設定表示

演算の印字名称 Ａ＋Ｂ

番号 コード 文字

１ ４１ Ａ

２ ２ｂ ＋

演算表示 ３ ４２ Ｂ

４ ２０

５ ２０

６ ２０

演算の設定 ０（Ａ＋Ｂ）

印字項目の設定 ０（印字しない）

稼働時間１の名称 カト゛ウ １

番号 コード 文字

１ ｂ６ カ

２ ｃ４ ト

稼働時間 ３ ｄＥ ゛

表示 ４ ｂ３ ウ

５ ５Ｆ ＿

６ ３１ １

稼働時間２の名称 カト゛ウ＿２

稼働時間３の名称 カト゛ウ＿３

稼働時間４の名称 カト゛ウ＿４

稼働時間５の名称 カト゛ウ＿５

稼働時間６の名称 カト゛ウ＿６

稼働時間換算値 ０（印字しない）

の設定 換算値 １．００

イベント１メッセージ イへ゛ント１

ON→ OFF OFF→ ON

番号 コード 文字 コード 文字

１ ４３ Ｃ ４３ Ｃ

２ ４８ Ｈ ４８ Ｈ

３ ３１ １ ３１ １

４ ｂ２ イ ｂ２ イ

５ ｃｄ ヘ ｃｄ ヘ

６ ｄＥ ゛ ｄＥ ゛

７ ｄｄ ン ｄｄ ン

８ ｃ４ ト ｃ４ ト

９ ｃｃ フ ｃＡ ハ

１０ ＡＦ ッ ＡＦ ッ

１１ ｂ７ キ ｂＥ セ

１２ ２０ ｂ２ イ

ON→ OFF OFF→ON

イベント２メッセージ CH2ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH2ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント３メッセージ CH3ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH3ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント４メッセージ CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント５メッセージ CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント６メッセージ CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

稼働時間入力／イベント入力の切替

入力１ １（稼働時間）

入力２ １（稼働時間）

入力３ １（稼働時間）

入力４ ２（ｲﾍﾞﾝﾄON→ OFF,OFF→ ON）

入力５ ２（ｲﾍﾞﾝﾄON→ OFF,OFF→ ON）

入力６ ２（ｲﾍﾞﾝﾄON→ OFF,OFF→ ON）

データの確認モード／設定モード 確認モード ０
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６．コ－ド表
６．１ 単位コード表

設定モードで単位入力する時に、印字したい単位に対応するコードを設定します。０～９９

まで

UNIT 単 位 UNIT 単 位 UNIT 単 位 UNIT 単 位

0 26 z 52 Z 78 lm･s

1 a 27 A 53 ° 79 cal

2 b 28 B 54 μ 80 kcal

3 c 29 C 55 % 81 Mcal

4 d 30 D 56 時 82 Gcal

5 e 31 E 57 分 83 Sv

6 f 32 F 58 秒 84 rem

7 g 33 G 59 Ω 85 mol

8 h 34 H 60 $ 86 Gy

9 i 35 I 61 cm 87 rad

10 j 36 J 62 km 88 cc
３11 k 37 K 63 mm 89 Nm

12 l 38 L 64 kg 90 Nl

13 m 39 M 65 mg 91 Nkl

14 n 40 N 66 min 92 kW

15 o 41 O 67 m 93 A･h３

16 p 42 P 68 ml 94 kA･h

17 q 43 Q 69 kl 95 MW･h

18 r 44 R 70 W･s 96 W･min

19 s 45 S 71 W･h 97

20 t 46 T 72 kW･h 98

21 u 47 U 73 Ws 99

22 v 48 V 74 Wh

23 w 49 W 75 kWh

24 x 50 X 76 Ah

25 y 51 Y 77 Lx･s

６．２ 文字コード表

設定モードで文字入力する時に、入力したい文字に対応するコードを設定します。

カナ

ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字

ア ｂ１ カ ｂ６ サ ｂｂ タ ｃ０ ナ ｃ５ ハ ｃＡ マ ｃＦ ヤ ｄ４ ラ ｄ７

イ ｂ２ キ ｂ７ シ ｂｃ チ ｃ１ ニ ｃ６ ヒ ｃｂ ミ ｄ０ ユ ｄ５ リ ｄ８

ウ ｂ３ ク ｂ８ ス ｂｄ ツ ｃ２ ヌ ｃ７ フ ｃｃ ム ｄ１ ヨ ｄ６ ル ｄ９

エ ｂ４ ケ ｂ９ セ ｂＥ テ ｃ３ ネ ｃ８ ヘ ｃｄ メ ｄ２ ワ ｄｃ レ ｄＡ

オ ｂ５ コ ｂＡ ソ ｂＦ ト ｃ４ ノ ｃ９ ホ ｃＥ モ ｄ３ ン ｄｄ ロ ｄｂ

ァ Ａ７ ヲ Ａ６

ィ Ａ８ ャ Ａｃ

ゥ Ａ９ ュ Ａｄ

ェ ＡＡ ョ ＡＥ

ォ Ａｂ ッ ＡＦ

数字 英字 記号

ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字

０ ３０ Ａ ４１ Ｎ ４Ｅ ａ ６１ ｎ ６Ｅ SP ２０ － ２ｄ ＾ ５Ｅ

１ ３１ Ｂ ４２ Ｏ ４Ｆ ｂ ６２ ｏ ６Ｆ ！ ２１ ． ２Ｅ ＿ ５Ｆ

２ ３２ Ｃ ４３ Ｐ ５０ ｃ ６３ ｐ ７０ ” ２２ ／ ２Ｆ ｀ ６０

３ ３３ Ｄ ４４ Ｑ ５１ ｄ ６４ ｑ ７１ ＃ ２３ ： ３Ａ ｛ ７ｂ

４ ３４ Ｅ ４５ Ｒ ５２ ｅ ６５ ｒ ７２ ＄ ２４ ； ３ｂ ｜ ７ｃ

５ ３５ Ｆ ４６ Ｓ ５３ ｆ ６６ ｓ ７３ ％ ２５ ＜ ３ｃ ｝ ７ｄ

６ ３６ Ｇ ４７ Ｔ ５４ ｇ ６７ ｔ ７４ ＆ ２６ ＝ ３ｄ ～ ７Ｅ

７ ３７ Ｈ ４８ Ｕ ５５ ｈ ６８ ｕ ７５ ’ ２７ ＞ ３Ｅ 。 Ａ１

８ ３８ Ｉ ４９ Ｖ ５６ ｉ ６９ ｖ ７６ （ ２８ ？ ３Ｆ 、 Ａ４

９ ３９ Ｊ ４Ａ Ｗ ５７ ｊ ６Ａ ｗ ７７ ） ２９ ＠ ４０ ・ Ａ５

Ｋ ４ｂ Ｘ ５８ ｋ ６ｂ ｘ ７８ ＊ ２Ａ ［ ５ｂ ゛ ｄＥ

Ｌ ４ｃ Ｙ ５９ ｌ ６ｃ ｙ ７９ ＋ ２ｂ ￥ ５ｃ ° ｄＦ

Ｍ ４ｄ Ｚ ５Ａ ｍ ６ｄ ｚ ７Ａ ， ２ｃ ］ ５ｄ

SPはスペース

注）印刷の関係で字体は単位、文字共に印字と異なることがあります。
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７．記録紙の取付方法
７．１ ロール紙の取付け

①パネル前面のパネルねじを緩め、

ホルダを引き出します。

ロール紙にロールシャフトを通し、

ペーパーホルダに収納します。

②上部ガイドシャフトと下部ガイドシャフトの間から紙を引出し、

プリンタの紙入れ口に差し込み、軽く押しながらＦＥＥＤスイッチを

押して３０ｃｍ～４０ｃｍ紙が出てくるまで送ります。

③プリンタから出てきたロール紙を上部ガイドシャフトの上側から巻取り機の

ガイドバー上部に通し、巻取りシャフト溝に紙を差し込んで巻取り方向に２～３回

巻き付け、紙の弛みが無くなるまでＦＥＥＤスイッチで紙を送ります。

ＦＥＥＤスイッチを押して、正常に紙送りするかご確認してください。
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④巻取ったロール紙を外す場合は左右２カ所のレバーを下げると巻取りシャフトがギヤと共に

外れます。

⑤シャフト溝に沿ってロール紙から巻取りシャフトを抜き出します。

⑥前面パネルを押し、ホルダを本体側に押し込みパネルねじを締め付けます。

この時、ロール紙がケース内に絡まないように、ご注意ください。

注）本器の記録紙は専用のロール紙を使用しています。

記録紙が入用な時は弊社までご用命ください。

記録紙形名：５８６０－０１－００２（１０巻入り）

８．記録紙及びインクリボンの交換
８．１記録紙の交換

記録紙に赤マークが見えると、記録紙が残り少なくなっていますので、新しい記録紙に交換し

てください。

（記録紙の交換時に紙ぼこりの清掃をお願いします。）

８．２ インクリボンの交換

印字が薄くなった場合新しいインクリボンに交換してください。

①取り外し

ＰＵＳＨ部分を押して外します。

②取付け

ⅰ）インクリボンの右側から差し込みます。

ⅱ）左端のボタンを矢印の方向に回しながら、カチッと音がするまで押し込みます。

ⅲ）インクリボンは記録紙の下側になります。

注)インクリボン装着は、記録紙を

除去した状態で行ってください。

装着時はインクリボンのリボン

送りローラを矢印方向に回転し

て、リボンのたるみをなくして

から装着してください。
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９．ゴムベルトの交換
ゴムベルトが劣化すると、プーリーが滑り記録紙の巻き取り不良の原因となりますので、

早めの交換をお勧めします。

使用環境によりますが、交換の目安は約１年です。

１０．外形図
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１１．アナログ出力校正方法
１１．１ 調整状態

（１）アナログ出力（端子：B10、 A10）にマルチメータを接続します。

（２）MODEスイッチとUPスイッチを同時に押しながら電源を投入すると

アナログ出力の校正モードとなり、表示となり校正時に使用するスイッチを印字をし

ます。

ｱﾅﾛｸﾞｼｭﾂﾘｮｸ ﾉ ｺｳｾｲ

SHIFT ｽｲｯﾁ MAX ｼｭﾂﾘｮｸ

UP ｽｲｯﾁMIN ｼｭﾂﾘｮｸ

FEED ｽｲｯﾁ ｼｭｳﾘｮｳ

１１．２ 調整内容

（１）ＺＥＲＯ校正

UPスイッチを押すと、MIN値を出力します。(表示器のdP0,dP1,dP2点灯 )

4.00mA 0.01mA（ -09の時 1.00V 0.005V）になるようにＶＲ１で調整します。± ±

（２）ＭＡＸ校正

SHIFTスイッチを押すとMAX値を出力します。(表示器のdP3,dP4,dP5点灯 )

20.00mA 0.01mA（-09の時 5.00V 0.005V）になるようにＶＲ２で調整します。± ±

（３）FEEDイッチを押して測定モードに戻ります。
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保証について

１）保証期間 ３）製品の適用範囲

製品のご購入後又はご指定の場所に納入後１年間と致します。 当社製品は一般工業向けの汎用品として設計・製造されておりますので、

２）保証範囲 原子力発電、航空、鉄道、医療機器などの人命や財産に多大な影響が予想

上記保証期間中に当社側の責任と明らかに認められる原因により当社製品 される用途に使用される場合は、冗長設計による必要な安全性の確保や当

に故障を生じた場合は、故障品の交換又は無償修理を当社の責任において 社製品に万一故障があっても危険を回避する安全対策を講じてください。

行います。 ４）サービスの範囲

ただし、次項に該当する場合は保証の範囲外と致します。 製品価格には、技術派遣などのサービス費用は含まれておりません。

①カタログ、取扱説明書、クイックマニュアル、仕様書などに記載されて ５）仕様の変更

いる環境条件の範囲外での使用 製品の仕様・外観は改善又はその他の事由により必要に応じて、お断りな

②故障の原因が当社製品以外による場合 く変更する事があります。

③当社以外による改造・修理による場合

④製品本来の使い方以外の使用による場合 以上の内容は、日本国内においてのみ有効です。

⑤天災・災害など当社側の責任ではない原因による場合

なお、ここでいう保証は、当社製品単体の保証を意味し、当社製品の

故障により誘発された損害についてはご容赦いただきます。

●この取扱説明書の仕様は、２００９年11月現在のものです。

鶴賀電機株式会社
〒558-0041
〒222-0033

TEL 06(6692)6700 FAX 06(6609)8115
TEL 045(473)1561 FAX 045(473)1557

〒460-0015 TEL 052(332)5456 FAX 052(331)6477
〒141-0022 TEL 03(5789)6910 FAX 03(5789)6920

http://www.tsuruga.co.jp/
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安全上のご注意

当製品を安全にご使用いただくため、ご使用前には必ず下記の注意をお読みください。

 注 意

感電の恐れがありますので、下記の事項をお守りください。
・電源端子へ接続する場合は、活線状態で行わないでください。
・端子への接続は緩みのないようにしっかりと締め付けてください。
・通電中は電源端子に触れないでください。
感電、故障、発熱の原因になりますので、次のような場所では使用しないでください。
・雨、水滴、日光が直接当たる場所。
・高温、多湿やほこり、腐食性ガスの多い場所。
・外来ノイズ、電波、静電気の発生の多い場所。
・振動、衝撃が常時加わったり、又は大きい場所。



１．はじめに
この取扱説明書は、本製品をお使いになる担当者のお手元に確実に届くようお取り計らいください。

本製品を正しくお使いいただくため、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みください。

は、パルス入力信号２点の積算を行い、手動又は自動で月報／日報／時報を印字出力しま４４０Ｄ

す。

さらに、２点の加減算、稼働時間の印字もできます。

本器はまた、稼働時間入力やイベント入力も装備していますので、工場排水・集落排水などの流量

記録に適しています。

１．１ 点検

がお手元に届きましたら、仕様との違いがないか、また輸送上での破損がないか点検して４４０Ｄ

ください。

本器は、厳しい品質管理プログラムによるテストを行って出荷されています。もし破損していたり、

品質や仕様面での不備な点がありましたら、形名・製品番号をお知らせください。

１．２ 使用上の注意

には、電源スイッチが付いていませんので電源に接続すると、直ちに動作状態になります。４４０Ｄ

システム・キャビネットに内装される場合は、キャビネット内の温度が５０℃以上にならないよう、

放熱にご留意ください。

また本器を、長時間にわたって保管する場合は、湿度が低く直射日光の当たらない場所に保管して

ください。

 注 意

本器は内蔵のバッテリで停電中（電源ＯＦＦ）でもカレンダ時計は動作し、積算データ
も記憶保持しています。
バッテリのバックアップ時間は、２４時間通電後で１０００時間です。
長時間無通電で保管された場合バックアップは無効となり、電源ＯＮ時カレンダ時間は
００年０１月０１日００時００分００秒より動作します。
そのような場合は、カレンダ時計の設定を行ってからご使用ください。
なお、２４時間以上連続通電すると、バッテリはフル充電されます。

 注 意

出荷時には記録紙をセットしていませんので、本取扱説明書の７項（Ｐ３６）を参照の
上、記録紙を取り付けてご使用ください。

２．仕 様
２．１ 形名 ４４０Ｄ－□－□

１ ２

供給電源１

記号 電 源 電 圧

ＡＣ１００～２４０Ｖ ５０／６０ＨｚＡ

ＤＣ２４Ｖ９

アナログ出力２

記号 出 力

ＤＣ４～２０ｍＡﾌﾞﾗﾝｸ

ＤＣ１～ ５Ｖ０９
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２．２ 印字部仕様

印 字 方 式 インパクト ドット 方式

印 字 速 度 約１．５秒／行

文 字 寸 法 ２．４ｍｍ（高さ）×１．７ｍｍ（幅）

印 字 幅 ４６ｍｍ

桁 数 ４０文字

記 録 紙 ロール紙 ：５８×６０φ（３３ｍ）

インクリボン 黒

２．３ カレンダ時計

時 間 表 示 月日時分 ８桁表示

日 差 ±３秒（２３℃において）

閏 年 補 正 西暦２０９９年まで自動補正あり

時 間 の 補 正 ３０分補正

２．４ 停電対策

積算値は、内蔵バッテリで記憶保持する。（電池寿命 製造後約１０年間）

保持時間（２４時間通電後、１０００時間以上）

停電中カレンダ時計は動作する。積算カウンタ、稼働時間動作は行いません。

設定値は、Ｅ ＰＲＯＭに記憶保持する。２

２．５ 入出力仕様

（１）積算入力

入力点数 ２点

カウント数 ０～９９９９９９９９

入力信号 無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

入力周波数 ＨＦレンジ：１２５０Ｈｚ ＭＡＸ

ＯＮ・ＯＦＦ時間は共に４００μｓ以上

ＬＦレンジ：１００Ｈｚ ＭＡＸ

ＯＮ・ＯＦＦ時間は共に５ｍｓ以上

積算表示 ０～９９９９９９９９ ８桁赤色LED（文字高さ１０ｍｍ）

ゼロサプレス機能付

小数点 前面スイッチから設定

表示選択 積算Ａ、積算Ｂ、積算演算（Ａ＋Ｂ、Ａ－Ｂ）

表示周期 約０．１秒（印字動作中は表示の更新をしません。）

パルス係数 １パルス当たりのカウント数

前面スイッチから設定

×0.001 ×0.005 ×0.01 ×0.05 ×0.1 ×0.5 ×1 ×5 ×10 ×50 ×100

演算機能 Ａ＋Ｂ、Ａ－Ｂ（積算入力Ａ、Ｂに対して行います。）

積算Ａ、Ｂの単位が異なる時はタンイエラーと印字します。

また、小数点位置が違う時は、ショウスウテンエラーと印字します。この

時、表示モードが演算の時は、Ｅｒｒ表示を行います。

積算のリセット ＲＥＳＥＴ端子、スイッチ操作で行います。

積算が９９９９９９９９を越えた場合、０から積算します。

（２）稼働時間入力

入力点数 最大６点（イベント入力と切替）

前面スイッチから設定

カウント範囲 ０～２６８４３５４５５秒（約８年）

総稼働時間印字 ０～１４９１３０ｈ

稼働時間印字 ０～７４４ｈ００ｍ（毎時印字は６０ｍ００ｓ）

入力信号 無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

ＯＮ又はＯＦＦ時間は１秒以上の事

稼働時間のリセットはＲＥＳＥＴ端子及び、スイッチ操作で行います。
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（３）イベント入力

入力点数 最大６点（稼働時間入力と切替）

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

ＯＮ又はＯＦＦ時間は１０秒以上の事

（４）リセット入力（ＲＥＳＥＴ）端子入力、前面スイッチ（スタート印字）

端子入力 無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

パルス幅：１０ｍｓ以上

積算値、稼働時間をＲＥＳＥＴします。

印字中に入力端子よりＲＥＳＥＴを入力すると、印字が全て終了後にＲＥ

ＳＥＴ動作します。

注）印字動作は行いません。

スイッチ操作 選択リセット、全リセット（表示によりリセットする項目を切り替える）

（スタート印字）

（５）手動印字入力

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

パルス幅：１０ｍｓ以上

（６）ステータス出力

電源ＯＦＦ、紙切れ又は、プリンタメカが異常のとき、トランジスタＯＦＦを出力します。

オープンコレクタ出力（ＮＰＮ）

ＤＣ３０Ｖ ３０ｍＡ ＭＡＸ 飽和電圧１．６Ｖ以下

（７）積算同期パルス出力

入力とアイソレーションしています。

●パルス係数との関係

・パルス係数が１以下 ：積算１に対して１パルスを出力

・パルス係数が１より大きい：１パルス入力に対して１パルスを出力

●パルス幅 ：前面スイッチで設定

１００ｍｓ（出力周波数が ０Ｈｚ～ ５Ｈｚの時）

５０ｍｓ（出力周波数が ５Ｈｚ～ １０Ｈｚの時）

１ｍｓ（出力周波数が １０Ｈｚ～ ５００Ｈｚの時）

５０μｓ（出力周波数が５００Ｈｚ～１２５０Ｈｚの時）

注）出力周期がパルス幅より小さい時、出力は固定となります。

●出力信号：オープンコレクタ（ＮＰＮ） ＤＣ３０Ｖ、２００ｍＡ

（８）アナログ出力 －０９の時

出力 ４～２０ｍＡ （０～６００Ω） １～５Ｖ（５００Ω以上）

分解能 １／２０００

出力周期 １秒 （印字動作中は印字前の状態を保持します。）

確度 瞬時最大入力に対して±０．２％（２３℃±５℃）

瞬時最大入力周波数設定の周波数を入力したとき２０ｍＡ（又は５Ｖ）を出力する。

瞬時最大入力周波数設定範囲 １０Ｈｚ～１２５０Ｈｚ

例：瞬時最大入力周波数設定＝１０００Ｈｚ（４～２０ｍＡ出力の時）

入力周波数＝１０００Ｈｚ以上 出力＝２０．００ｍＡ

入力周波数＝５００Ｈｚ 出力＝１２．００ｍＡ

入力周波数＝５Ｈｚ 出力＝ ４．０８ｍＡ

入力周波数＝０．５Ｈｚ未満 出力＝ ４ｍＡ

入力周波数が１秒より長い場合、アナログ出力周期は、１周期測定後又は、最大周波数の

１／２０００の時間後に、出力します。
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（９）時計の３０分補正入力

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

パルス幅：１ｓ以上

ＡＤＪ端子をＣＯＭ端子に短絡すると時計を００分００秒に補正します。

（分の単位が３０分以上の時は、時間の桁上げを行います。）

注）時報モードが自動印字の場合、時計の３０分補正を行うと必ず自動印字をします。

時計の３０分補正を行うと、稼働時間も影響します。

（10）エラー表示

エラー表示 内 容

ＰＥランプの点滅 紙切れの場合

プリンタメカが異常な場合

演算印字で積算Ａ、Ｂの単位が異なる場合

演算印字で積算Ａ、Ｂ小数点が異なる場合

２．６ 一般仕様

電源ライン混入ノイズ １０００Ｖ

AC電源の場合 DC電源の場合

耐 電 圧 電 源 － 接地用端子間 AC1500V １分間 AC1500V １分間

入力・出力 － 接地用端子間 AC1500V １分間 AC1500V １分間

入力・出力 － 電 源 AC1500V １分間 AC 500V １分間

入 力 － 出 力 AC 500V １分間 AC 500V １分間

絶 縁 抵 抗 電 源 － 接地用端子間 DC 500V 50MΩ以上

入力・出力 － 接地用端子間 DC 500V 50MΩ以上

入力・出力 － 電 源 DC 500V 50MΩ以上

供 給 電 源 ＡＣ１００～２４０Ｖ

ＤＣ２４Ｖ

ＡＣ９０Ｖ～２５０Ｖ ５０／６０Ｈｚ電源電圧許容範囲

ＤＣ２１．６Ｖ～２６．４Ｖ

消 費 電 力 ＡＣ電源：ＡＣ１００Ｖの時

印字中 約２０ＶＡ

ＡＣ２００Ｖの時

印字中 約２７ＶＡ

ＤＣ電源：ＤＣ２４Ｖの時

印字中 約３５０ｍＡ

動作温度範囲 ０～５０℃

動作湿度範囲 ８５％ＲＨ以下（結露しないこと）

保 存 温 度 －２０～７０℃

外 形 寸 法 １３０（Ｗ）×２４１（Ｈ）×２５３（Ｄ）ｍｍ

質 量 約４．２５ｋｇ

付 属 品 取扱説明書･･･････････････････････････１部

パネル取付金具･･･････････････････････１組

インクリボン･･･････････････････････１０個

ロール紙用シャフト･･･････････････････１本

記録紙･････････････････････ロール紙１０巻

ゴムベルト･･･････････････････３本／セット

＊＊＊ お願い ＊＊＊

本製品の出荷時には、試し印字用のインクリボンを装着しております。

本製品を本稼働させるときは、附属のインクリボン”5860-09-001”

(ERC-22）に交換の上ご使用ください。

なお、インクリボンの交換方法に付きましては、取扱説明書の

”記録紙及びインクリボンの交換”の項目をご参照願います。
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３．取付け方法と各部の説明
３．１ 取付け方法

（１）本体の取付け

本体上下両側にある取付金具をはずし、本体をパネル前面より挿入し、取付金具を取り付け

た上、マイナスドライバーで締め付けてください。（図１参照）

図１

＋０．５ ＋０．５

パネルカット寸法：１２１ ×２３１ ｍｍ０ ０

パネル厚：１．６～６ｍｍ（３．２ｍｍ鉄パネルを推奨）

取付金具ねじの適正締付けトルク：１．１～１．５ Ｎ・ｍ

 注 意

・ねじを締めすぎないでください。ケースが変形する恐れがあります。
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３．２ 前面パネルの説明

前面パネルねじを緩め、窓板の上部両側をつまみ、手前へたおすようにして開けます。(図２)

１桁と８桁の７セグメント表示器、ＬＥＤランプ及び３個のプッシュスイッチが現れます。(図３)

図２ 図３

①ＰＥランプ

記録紙が終わりの時、点滅して知らせます。

②モード表示器

積算表示の時 ：積算Ａの場合は．を表示します。

積算Ｂの場合は．を表示します。

演算表示の時 ：表示が９９９９９９９をオーバした場合はモード表示器の小数点が点滅

します。

ただし、Ａ－Ｂの結果がマイナスの場合“．”を表示します。

演算結果が＋の時はを表示します。

時計表示の時 ：消灯します。

設定モードの時：項目番号を表示します。

③データ表示器

時計表示、積算表示又は、演算表示をします。

また、設定値や各種のキャラクタを表示します。

④ＦＵＮＣＴＩＯＮスイッチ

設定モードの選択スイッチです。

⑤ＭＯＤＥスイッチ

設定開始、設定項目の切替、設定終了に使用します。

積算動作中に３秒以上押し続けると、設定モードになります。

設定中に押すと設定項目が替わります。

設定中に１０秒以上押し続けると設定操作印字を行います。

⑥月報メモリプリントスイッチ／ＳＨＩＦＴスイッチ

積算動作中は過去１年分の月報メモリ（１２データ）の印字を開始します。

設定中はＳＨＩＦＴスイッチで設定変更桁を選択します。

⑦ＵＰスイッチ

設定中にＳＨＩＦＴスイッチで選択した桁のデータをインクリメントします。

⑧ＦＥＥＤスイッチ

積算動作中にこのスイッチを押すと紙送りを行います。

記録紙をセットする時にも使用します。

⑨ＰＲＩＮＴスイッチ

⑩プリンタメカ

⑪インクリボン
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３．３ 裏面パネルの説明

 警 告

・間違った配線で使用しないでください。機器破損の原因となります。

・配線作業をする場合は、電源を切った状態で行ってください。
感電の危険があります。

・配線作業は湿度の高い場所、濡れた手などで行わないでください。
感電の危険があります。

・通電中は電源端子に触れないでください。感電の危険があります。
・ＤＣ電源の場合は、極性を間違えないよう注意してください。

機器トラブルの原因になります。

（１）電源用端子台

AC100～ 240Vの時（４４０Ｄ－Ａ） DC24Vの時（４４０Ｄ－９）

POWER ＋ －

② ③ ② ③

Ｐ２ Ｐ１ ＋ －

接地用端子 接地用端子

AC100～ 240V DC24V

注）①及び④のねじは端子台固定ねじですので緩めないでください。

使用端子ねじ：Ｍ３

締付けトルク：０．４６～０．６２Ｎ・ｍ

ＰＯＷＥＲ及び＋，－は、電源入力端子です。

－Ａ（ＡＣ）仕様のときは、１００～２４０Ｖ（５０／６０Ｈｚ）電源と接続してください。

－９（ＤＣ２４Ｖ）仕様の時は、ＤＣ２４Ｖの電源と接続してください。

（２）入出力ねじ端子

●端子配列

入力

稼働時間／ｲﾍﾞﾝﾄ PO出力

TOTAL

A COM 1 3 5 COM ADJ MANUAL C A.OUT＋

A 1 A 2 A 3 A 4 A 5 A 6 A 7 A 8 A 9 A10

B 1 B 2 B 3 B 4 B 5 B 6 B 7 B 8 B 9 B10

B COM 2 4 6 COM RESET STATUS E A.OUT－

TOTAL

稼働時間／ｲﾍﾞﾝﾄ PO出力

入力

●入出力信号の説明

○積算Ａの入力 (TOTAL A)

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○積算Ｂの入力 (TOTAL B)

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○稼働時間／イベント入力(CH1､CH2､CH3､CH4､CH5､CH6)

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○時計の３０分補正入力 (ADJ)

ＡＤＪ端子をＣＯＭ端子に短絡すると時計を００分００秒に補正します。

注）分の単位が３０分以上の時は、時間の桁上げを行います。

年月日の桁上げは行いませんので、23時 30分から00時の間は時計の30分補正を行わ

ないでください。

例：08/09/01 23:55の時に行うと08/09/01 00:00になります。

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

パルス幅：１ｓ以上 接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ
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○リセット (RESET)

ＲＥＳＥＴ端子をＣＯＭ端子に短絡すると積算Ａ、Ｂの月報、日報、時報及び、稼働時

間のデータを０にリセットします。

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

パルス幅：１０ｍｓ以上 接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○手動印字入力 (MANUAL)

ＭＡＮＵＡＬ端子をＣＯＭ端子に短絡すると手動印字をします。

無電圧接点又は、オープンコレクタ（ＮＰＮ）を入力します。

パルス幅：１０ｍｓ以上 接点容量：ＤＣ５Ｖ １０ｍＡ

○ステータス出力(STATUS)

プリント動作不能のとき、トランジスタＯＦＦを出力します。

・４４０Ｄの電源ＯＦＦのとき

・紙切れのとき

・プリンタメカの異常のとき

オープンコレクタ出力（ＮＰＮ）

ＤＣ３０Ｖ３０ｍＡ ＭＡＸ 飽和電圧１．６Ｖ以下

○コモン (COM)

A1, B1, A3, A4, A5, B3, B4, B5, A7, A8, B7, B8用コモン

入力回路

○ＰＯ出力（Ｅ、Ｃ）

オープンコレクタ（ＮＰＮ）ＤＣ３０Ｖ ２００ｍＡ ＭＡＸ 飽和電圧1.6V以下

○アナログ出力 （A.OUT+ A.OUT-）

積算入力の瞬時値に比例したアナログ信号を出力します。

アナログ信号は、入力Ａ又はＢの信号を切替えて出力します。

アナログ出力は入力回路とアイソレーションしています。

極性を確認の上、接続してください。

 注 意

・アナログ出力端子には外部より電圧を印加しないでください。機器破損の恐れ

があります。
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４．印字動作
４．１ 自動印字機能

印字指定の時刻になると、自動的に月報、日報、時報印字を行います。

４．１．１ 時報印字

時報印字は、毎時（正時 ２４回）、指定時刻（６点）又は、インターバル時間の３種

類があり、設定した時刻に積算値、演算値及び稼働時間を印字します。

なお、積算値は総積算と区間積算値を印字します。

注）１．月報、日報、時報の積算量は、各々独立して指定印字時刻を基準にメモリにカウント

ＵＰしています。

月報と日報の印字時刻が異なると（例 月報は１２時００分、日報は１２時３０分）

日報印字の積算量の１ヶ月合計と月報の積算量が異なることがあります。

２．日報と時報の印字時刻が異なる場合も上記と同様に時報印字の積算量の１日の合計と

日報の積算量が異なることがあります。

３．パルス係数が分周（１／１０、１／１００など）の場合時報、日報、月報デ－タの取

り込み時にカウンタと分周段もリセットしますので時報、日報、月報の積算量が異な

ることがあります。

４．積算Ｂ－積算Ａの順に取り込みを行います。そのため、取り込みに時間差があるため

データに誤差を生じる場合があります。

４．１．２ 日報印字

日報印字は、１日に１回指定時刻に１日（２４時間）の積算値、演算値及び稼働時間を

印字します。

なお、積算値は総積算と日計を印字します。

４．１．３ 月報印字

月報印字は、指定日の指定時刻に１ヶ月間の積算値、演算値及び稼働時間を印字します。

なお、積算値は総積算と月計を印字します。

３１日に設定した場合、小の月（２月、４月、６月、９月、１１月）には月末日に印字

します。
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４．１．４ 印字例

（１）印字モード１

時報の区間積算値は最大5桁(99999)印字となり５桁を越えた場合は、※と下５桁を印字し

ます。なお時報の稼働時間は印字しません。

ｼｭｽｲ-1 ｿｳｾｷｻﾝ ｼｭｽｲ-2 ｿｳｾｷｻﾝ
3 3m m

時報印字 01:00 100.00 200.00 100.00 200.00

02:00 100.00 300.00 100.00 300.00

03:00 100.00 400.00 100.00 400.00

04:00 100.00 500.00 100.00 500.00

05:00 100.00 600.00 100.00 600.00

06:00 100.00 700.00 100.00 700.00

07:00 100.00 800.00 100.00 800.00

08:00 100.00 900.00 100.00 900.00

09:00 100.00 1000.00 100.00 1000.00

ｲﾍﾞﾝﾄ印字 09:20 イベント１ ハッセイ

09:25 イベント１ フッキ

時報印字 10:00 100.00 1100.00 100.00 1100.00

11:00 100.00 1200.00 100.00 1200.00

手動印字 11:25 50.00 1250.00 50.00 1250.00■

時報印字 12:00 100.00 1300.00 100.00 1300.00

13:00 100.00 1400.00 100.00 1400.00

14:00 100.00 1500.00 100.00 1500.00

15:00 100.00 1600.00 100.00 1600.00

21:00 100.00 1300.00 100.00 1300.00

22:00 100.00 1400.00 100.00 1400.00

23:00 100.00 1500.00 100.00 1500.00

98/02/16

00:00 100.00 1500.00 100.00 1500.00

日報印字 98/04/02 23:00 ﾆｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 2400 m 2400 m
3 3ｼｭｽｲ-2 2400 m 2400 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 4800 m 4800 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 10h30min 19h

月報印字 98/05/01 00:00 ｹﾞｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 252960 m 254280 m
3 3ｼｭｽｲ-2 89280 m 90025 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 342240 m 344305 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 103h 112h
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（２）印字モード２

時報印字 98/05/12 09:00 ｼﾞﾎｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 320 m 1320 m
3 3ｼｭｽｲ-2 120 m 754 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 440 m 2074 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 60min00s 9h

日報印字 98/05/13 00:00 ﾆｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 8160 m 9160 m
3 3ｼｭｽｲ-2 2880 m 3514 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 11040 m 12674 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 10h30min 19h

月報印字 98/06/01 00:00 ｹﾞｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 252960 m 254280 m
3 3ｼｭｽｲ-2 89280 m 90025 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 342240 m 344305 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 103h 112h

ｲﾍﾞﾝﾄ印字 98/06/01 09:00 ポンプ－１ キドウ

98/06/01 11:00 ポンプ－１ テイシ

４．２ 手動印字機能

積算動作中に、ＰＲＩＮＴスイッチを１秒以上押すと、その時点の時刻、積算値及び、総積

算値を印字します。

印字モード２の時は稼働入力の（ＯＮ又はＯＦＦ）も印字します。

また裏面端子のＭＡＮＵＡＬ入力でも同様の動作をします。

手動印字 98/06/01 12:40 ｼｭﾄﾞｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 250 m 1324 m
3 3ｼｭｽｲ-2 112 m 524 m
3 3ｿｳｼｭｽｲ 362 m 1848 m

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ2 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ3 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ4 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ5 ON

ﾎﾟﾝﾌﾟ6 OFF
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４．３ 月報メモリ印字機能

積算動作中に月報メモリプリントスイッチを１秒以上押すと、過去１年間の月報メモリを印

字します。ただし、稼働時間は印字しません。

印字例

ｹﾞｯﾎﾟｳﾒﾓﾘ ｼｭｽｲ-1 ｼｭｽｲ-2 ｿｳｼｭｽｲ
3 3m m

97/06/01 252960 89280 342240

97/07/01 252960 89280 684480

97/08/01 252960 89280 1026720

97/09/01 252960 89280 1368960

97/10/01 252960 89280 1711200

97/11/01 252960 89280 2053440

97/12/01 252960 89280 2395680

98/01/01 252960 89280 2737920

98/02/01 252960 89280 3080160

98/03/01 252960 89280 3422400

98/04/01 252960 89280 3764640

98/05/01 252960 89280 4106880

４．４ 時報・日報メモリ印字

積算動作中に、ＳＨＩＦＴスイッチとＰＲＩＮＴスイッチを同時に押します。

印字例（印字モード２の場合）

時報を最長６日分（インターバル ｼﾞﾎｳ ｲﾝｼﾞ

印字の場合は１４４回分）を印字 98/05/12 09:00 ｼﾞﾎｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3イベントは印字しません。 ｼｭｽｲ-1 320 m 1320 m
3 3ｼｭｽｲ-2 120 m 754 m

3 3ｿｳｼｭｽｲ 440 m 2074 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 60min00s 9h

ﾆｯﾎﾟｳ ｲﾝｼﾞ

日報を最長３１日分印字 98/05/13 00:00 ﾆｯﾎﾟｳ ｿｳｾｷｻﾝ
3 3ｼｭｽｲ-1 8160 m 9160 m
3 3ｼｭｽｲ-2 2880 m 3514 m

3 3ｿｳｼｭｽｲ 11040 m 12674 m

ｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ｿｳｶﾄﾞｳｼﾞｶﾝ

ﾎﾟﾝﾌﾟ1 10h30min 19h

４．５ 時報・日報紙切れ印字

記録紙を補給した後、ＳＨＩＦＴスイッチとＦＥＥＤスイッチを同時に押します。

紙切れで印字しなかった、時報、日報を印字します。

ただし、イベントは印字しません。

印字フォーマットは、時報、日報メモリ印字と同じです。
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４．６ スタート印字

ＵＰスイッチとＰＲＩＮＴスイッチを同時に１秒以上押すと、積算カウンタをリセット後、

積算を開始しスタート日時とリセットしたカウンタ名を印字します。

印字例：

スタートの日付 ｽﾀｰﾄ 98/08/20
３積算値 ｾｷｻﾝ A 0 m
３ｾｷｻﾝ B 0 m

稼働時間 ｶﾄﾞｳ_1 0 h 0 min 0 s

ｶﾄﾞｳ_2 0 h 0 min 0 s

ｶﾄﾞｳ_3 0 h 0 min 0 s

リセットするカウンタは、現在の表示モードにより下表となります。

表示モード リセットするカウンタ

時計表示 積算値の時報、日報、月報、総積算及び稼働時間

積算値Ａ表示 積算Ａ、総積算

積算値Ｂ表示 積算Ｂ、総積算

演算値表示 積算値Ａ、積算値Ｂ、総積算

稼働時間表示 CH1～ CH6の稼働時間、CH1～ CH6総稼働時間
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４．７ 設定値印刷

ＦＥＥＤスイッチとＭＯＤＥスイッチを同時に１秒以上押すと設定値印刷を行います。

設定値印刷では設定モードで行った設定内容を印字します。

印字例１

月報 自動印字あり、月報時刻 ｾｯﾃｲﾁ ｲﾝｻﾂ

日報 自動印字あり、日報時刻 ｹﾞｯﾎﾟｳ 01/00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

時報 毎時印字あり ﾆｯﾎﾟｳ 00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

稼働時間の印字なし ｼﾞﾎｳ 0:ﾏｲｼﾞ ｼﾞﾄﾞｳ ｲﾝｼﾞ ｱﾘ

印字モード１ 0:ｶﾄﾞｳ ｼﾞｶﾝ ｲﾝｼﾞ

積算表示 時報 ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ 0:ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ1

入力周波数レンジ ＬＦレンジ ｾｷｻﾝ ﾋｮｳｼﾞ 0:ｼﾞﾎｳ

演算式 Ｙ＝Ａ＋Ｂ ﾆｭｳﾘｮｸ :LF

パルス出力 １ｍｓ ｴﾝｻﾞﾝ 0:A+B

アナログ出力 PO 1: 1msec

最大周波数及び入力 ｱﾅﾛｸﾞ ｼｭﾂﾘｮｸ :MAX= 100Hz ｾｷｻﾝA

ｾｷｻﾝA ｾｷｻﾝB

積算Ａ、積算Ｂ ｼｮｳｽｳﾃﾝ 0 0
３ ３積算小数点、単位及びパルス係数 ﾀﾝｲ m m

ﾊﾟﾙｽ ｹｲｽｳ 1 1×

積算Ａ、積算Ｂ ｲﾝｼﾞ ｺｳﾓｸ ﾒｲｼｮｳ

印字する(ON)／しない及び積算名称 ｾｷｻﾝA :ON ｾｷｻﾝ_A

ｾｷｻﾝB :ON ｾｷｻﾝ_B

演算 ｴﾝｻﾞﾝ :OFF A+B

印字する／しない(OFF)及び演算名称 ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch1 1:ｶﾄﾞｳ ｶﾄﾞｳ_1

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch2 1:ｶﾄﾞｳ ｶﾄﾞｳ_1

稼働印字項目、稼働名称及び、イベン ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch3 1:ｶﾄﾞｳ ｶﾄﾞｳ_1

ト名称 ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch4 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

OFF CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch5 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

OFF CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch6 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

換算値印字 OFF CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ 0:ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ ﾅｼ

印字例２：時報を指定時刻（６点）とした場合

ｾｯﾃｲﾁ ｲﾝｻﾂ

ｹﾞｯﾎﾟｳ 01/00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

ﾆｯﾎﾟｳ 00:00 ｼﾞﾄﾞ ｳｲﾝｼﾞ ｱﾘ

ｼﾞﾎｳ 1:6ﾃﾝ ｼﾞﾄﾞｳ ｲﾝｼﾞ ｱﾘ

時報：１回目の指定時刻 01:30

２回目の指定時刻 03:30

３回目の指定時刻 05:30

４回目の指定時刻 07:30

５回目の指定時刻 09:30

６回目の指定時刻 11:30

0:ｶﾄﾞｳ ｼﾞｶﾝ ｲﾝｼﾞ

ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ 0:ｲﾝｼﾞ ﾓｰﾄﾞ1

OFF CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾄﾞｳ/ｲﾍﾞﾝﾄch6 2:ｲﾍﾞﾝﾄ ON CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

OFF CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ

ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ 0:ｶﾝｻﾝﾁ ｲﾝｼﾞ ﾅｼ
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４．８ 積算カウンタオーバ印字

４４０Ｄのカウンタが９９９９９９９９を越えた時点で、時刻と積算値（９９９９９９９

９）を印字し、再び０からカウントします。

印字例：積算Ａの月報がオーバした場合

カウンタオーバ

ｹﾞｯﾎﾟｳ OVER 98/ 8/20 9:20
３ｾｷｻﾝ A 99999999 m

４．９ テスト印字

ＦＥＥＤスイッチを押しながら電源を投入すると、テストパターン印字を開始します。

テスト印字終了後、データ表示器を全点灯し停止します。ＦＥＥＤスイッチを押し通常状態

（積算動作）に戻します。

４．１０ 設定操作印字

設定モードに入る時にＭＯＤＥスイッチを１０秒以上押し続けると、設定項目の概要、単位

コード、文字コードを印字します。

４．１１ 停電復帰後の印字

停電復帰後に停電時間を印字します。

ただし、停電時間が二ヶ月以上の場合は、停電時間は印字しません。

また、自動印字の時、電源がＯＦＦであった場合、停電時間印字後に、停電の復帰した時刻

で日報、月報の自動印字をします。なお、時報印字はしません。

注）電源ＯＦＦの時のカウント値は加算されません。

印字例：

---- ﾃｲﾃﾞﾝ ｶﾞ ｱﾘﾏｼﾀ ----

98/ 8/19 20:30 ｶﾗ 98/8/20 15:35 ﾏﾃﾞ

４．１２ メモリの初期化

テスト印字の開始（１行目）と同時にＭＯＤＥスイッチを押し続けるとメモリ及び設定値を

初期化し初期値のデータとなります。

テスト印字動作を終了後、

” ---ﾒﾓﾘ ｦ ﾘｾｯﾄ ｼﾏｼﾀ ---”

を印字します。

ＦＥＥＤスイッチを押すとメモリ異常時の印字を行い通常状態（積算動作）に戻ります。

４．１３ メモリ異常時の印字

電池切れになった時は、積算データが消去されます。この時に、電源を投入した場合にメモ

リ異常時の印字をし、積算データ（時報、日報、月報、月報メモリ）、カレンダ時計を初期

化します。ただし、設定値は初期化されません。

カレンダ時計を再設定し、２４時間以上通電し電池を充電してください。

印字例：

--- ﾒﾓﾘ ﾉ ｴﾗｰ ﾃﾞｽ ﾄｹｲ ｦ ｻｲｾｯﾄ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ---
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５．設定方法
５．１ 設定値一覧

○時報

自動印字 ■あり、なし

何れか一つ □毎時（正時）

□インターバル：１分、３分、５分、１０分、３０分

□６点指定時刻

１． 時 分 ２． 時 分 ３． 時 分

４． 時 分 ５． 時 分 ６． 時 分

稼働時間印字 ■あり、なし

印字モード ■印字モード１、印字モード２

○日報

自動印字 ■あり、なし

時 分

○月報

自動印字 ■あり、なし

日 時 分

○積算Ａ

印字 ■あり、なし

印字名称 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

（６文字） コード

文 字

単位 コード

小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

パルス係数 ■×0.001、× 0.005、×0.01、× 0.05、× 0.1

× 0.5、× 1、×5、×10、× 50、× 100

積算初期値 通常は設定しません

○積算Ｂ

印字 ■あり、なし

印字名称 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

（６文字） コード

文 字

単位 コード

小数点 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０□ □ □ □ □ □ □

パルス係数 ■×0.001、× 0.005、×0.01、× 0.05、× 0.1

× 0.5、× 1、×5、×10、× 50、× 100

積算初期値 通常は設定しません

○積算Ａ、積算Ｂの共通設定

表示切替 ■時報表示、日報表示、月報表示、総積算表示

周波数レンジ■ＬＦ、ＨＦ

○パルス出力

出力の選択 ■積算Ａ、積算Ｂ

パルス幅の選択 ■ ５０μｓ、１ｍｓ、５０ｍｓ、１００ｍｓ

○アナログ出力

出力の選択 ■ 積算Ａ、積算Ｂ

瞬時値最大周波数 ■１０～１２５０Ｈｚ
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○演算

印字 ■あり、なし

印字名称 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

（６文字） コード

文 字

式 ■ Ａ＋Ｂ、Ａ－Ｂ

○稼働／イベント

稼働動作 イベント動作

入力 ＣＨ１■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ２■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ３■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ４■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ５■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

ＣＨ６■ 印字なし、稼働時間印字、ＯＮ/ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＦＦﾒｯｾｰｼﾞ､ＯＮ ﾒｯｾｰｼﾞ

稼働時間換算 印字 ■あり、なし

６点共通 換算値０．００００１～９９９９．９９

CH1ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH2ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH3ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ

CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞ

文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

コード

ＯＮﾒｯｾｰｼﾞ

コード

OFFﾒｯｾｰｼﾞ
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５．２ 設定方法

●設定値を変更する

①設定モードの切替で、設定モードを選択します。（５．２．３項参照）

読み出しモードでは、設定値の変更はできません。

②下表より目的の設定項目を選び、表示の状態、FUNCTIONｽｲｯﾁの番号を選択します。

③目的の設定項目を選択し、設定値を変更します。

●設定値の読み出し

①設定モードの切替で、読み出しモードを選択します。（５．２．３項参照）

②下表より目的の表示を選び、表示の状態、FUNCTIONｽｲｯﾁの番号を選択します。

③目的の設定項目を選択し、設定値を読みます。

注）操作を５分以上中断すると、自動的に測定モードに戻ります。

FUNCTION 設定方法
設 定 項 目 表示状態

ｽｲｯﾁの番号 参 照

1 表示の切替 時計表示 ０ 5.2.4項

積算Ａ

2 設定モードの切替：読み出しモード／設定モード 積算Ｂ Ｆ 5.2.3項

演算表示

稼働時間表示

3 日付の設定 １ 5.3.1項

4 時刻の設定 ２ 5.3.2項

5 時報モードの設定：毎時／６点／ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ、稼働時間の印字 ３ 5.3.3項

6 時報指定時刻の設定：６点指定時刻時 時計表示 ４ 5.3.4項

7 日報時刻の設定 ５ 5.3.5項

8 月報時刻の設定 ６ 5.3.6項

9 自動モードの設定：月報、日報、時報、の有無、印字モード Ｅ 5.3.7項

10 積算Ａの積算名称の設定 １ 5.4.1項

11 積算Ａの単位の設定 ２ 5.4.2項

12 積算Ａの積算小数点の設定 積算Ａ表示 ３ 5.4.3項

13 積算Ａのパルス係数の設定 ４ 5.4.4項

14 積算Ａの積算初期値の設定 ５ 5.4.5項

15 積算Ａの積算印字をする／しないの設定 Ｅ 5.4.10項

16 積算Ｂの積算名称の設定 １ 5.4.1項

17 積算Ｂの単位の設定 ２ 5.4.2項

18 積算Ｂの積算小数点の設定 積算Ｂ表示 ３ 5.4.3項

19 積算Ｂのパルス係数の設定 ４ 5.4.4項

20 積算Ｂの積算初期値の設定 ５ 5.4.5項

21 積算Ｂの積算印字をする／しないの設定 Ｅ 5.4.10項

22 積算表示の切替 積算Ａ表示 ６ 5.4.6項

23 入力周波数レンジの設定 積算Ｂ表示 ７ 5.4.7項

24 パルス出力の設定 演算表示 ８ 5.4.8項

25 アナログ出力の設定 ９ 5.4.9項

26 演算名称の設定 １ 5.5.1項

27 演算式の設定 演算表示 ２ 5.5.2項

28 演算印字をする／しないの設定 Ｅ 5.5.3項

入力１ １

入力２ ２

29 稼働時間名称の設定 入力３ ３

入力４ ４ 5.6.1項

入力５ ５

入力６ 稼働時間表示 ６

30 稼働時間換算値の設定 イベント表示 ７ 5.6.2項

入力１ ８

入力２ ９

31 ｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾｰｼﾞの設定 入力３ Ａ

入力４ Ｂ 5.6.3項

入力５ Ｃ

入力６ Ｄ

32 稼働時間入力／イベント入力切替 Ｅ 5.6.4項
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５．２．１ 使用するスイッチ

FUNCTIONスイッチ：設定項目の選択に使用します。

MODEスイッチ ：設定開始、設定の終了、表示の変更に使用します。

FUNCTION 0以外の設定では、１０秒間押し続けると、変更を行う項目の設

定操作印字を行います。

SHIFTスイッチ ：設定の変更、変更する桁の選択に使用します。

UPスイッチ ：選択した桁のデータの変更に使用します。

PRINTスイッチ ：稼働時間換算値印字の小数点位置の指定に使用します。

積算、演算、稼働時間の印字名称設定、イベントメッセージの設定では、

設定した文字列のテスト印字をします。

５．２．２ ＬＥＤ表示例

小数点の点滅 点灯 数字の点滅

５．２．３ 設定モードの切替

・設定データの読み出しモード又は設定モードの切替をします。

・読み出しモードは、設定の読み出し専用で、設定値の変更はできません。

① FUNCTIONスイッチを“Ｆ”にします。

② MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

③ SHIFTスイッチを押して、設定の変更モードに入ります。

④ UPスイッチを押して、モードを切り替えます。

例は、読み出しモードから設定モードに切り替えます。

点滅 ⑤ MODEスイッチで時計表示（測定表示）に戻ります。

０ 読み出しモード ：設定内容の確認ができます。

１ 設定モード ：各種設定の変更ができます。

注）モード表示のDPは、０：読み出しモード時は点灯、１：設定モード時は点滅表示になります。

設定終了後は、他の設定を行う場合も同様になります。
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５．２．４ 表示の切替

FUNCTIONスイッチを“０”にすると表示の切替モードになります。

① FUNCTIONスイッチを“０”にします。

② MODEスイッチを押すたびに表示が切り替わります。

●時計表示

現在の月、日、時、分を表示します。

月 日 時 分

●積算Ａ表示

積算Ａの積算値を表示します。

積算Ａ 積算値

●積算Ｂ表示

積算Ｂの積算値を表示します。

積算Ｂ 積算値

●演算表示

演算値を表示します。

演算表示

オーバ表示：演算の結果が８桁をオーバしたとき、小数点を点滅します。

：演算値がプラスのとき表示します。

：演算値がマイナスのとき表示します。

●総稼働時間表示／イベント表示

入力チャンネルＮｏ．はUPスイッチで切替ます。

ａ）稼動入力のとき、総稼働時間を表示します。

入力チャンネルＮｏ． 時 分

ｂ）イベント入力のとき、入力の状態を表示し

ます。

入力チャンネルＮｏ． 入力の状態

注）６点共「印字しない」に設定している場合、

を表示します。
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５．３ 時計表示時の設定

５．３．１ 日付の設定

・カレンダ時計の年月日を設定します。年は、西暦の下２桁（００～９９）を設定します。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、 MODEスイッチで時計表

示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“１”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の年月日を表示しま

す。（再度MODEｽｲｯﾁを押すと時計表示に戻ります。）

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

点滅 年 月 日 選択した桁は点滅します。例は、９８年５月１日です。

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

５．３．２ 時刻の設定

・カレンダ時計の時分を設定します。

・時は、２４時間（０～２３）設定です。秒の設定はできません。（００秒の設定になります。）

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで時計表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“２”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の時刻を表示します。

（再度MODEｽｲｯﾁを押すと時計表示に戻ります。）

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

点滅 時 分 秒 選択した桁は点滅します。例は、１０時１５分００秒で

す。

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。
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５．３．３ 時報モードの設定

・毎時印字、指定時刻印字及びインターバル印字を選択します。

・また時報の印字モード２の稼働時間印字のあり／なしを設定します。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで時計表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“３”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

点滅 例は、指定時刻、稼働時間の印字なしです。

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

時報モード 時報、稼働時間の印字

０ なし 稼働時間の印字なし 印字モード２の場合

１ あり 稼働時間の印字あり

０ 毎時 １時間（毎正時）ごとに印字

１ 指定時刻 指定した時刻に印字

時刻の設定方法は５．３．４項を参照してください。

２ インターバル １分 １分ごとに印字

３ インターバル ３分 ３分ごとに印字

４ インターバル ５分 ５分ごとに印字

５ インターバル１０分 １０分ごとに印字

６ インターバル３０分 ３０分ごとに印字

５．３．４ 時報指定時刻の設定

・６点の指定時刻の時分を設定します。６点の指定時刻の自動印字をするには５．３．３項の時報

モードを“１”に設定し、５．３．７項の時報自動印字を“あり”に設定してください。

・指定時刻が１点の場合は、６点すべてを同時刻に設定してください。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで時計表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“４”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

点滅 時 分 例は、指定時刻番号１の印字時刻を１時００分です。

指定時刻番号（１～６）

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。
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５．３．５ 日報時刻の設定

・日報印字する時分を設定します。日報の自動印字をするには５．３．７項の日報自動印字を

“あり”に設定してください。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで時計表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“５”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

点滅 時 分 例は、日報時刻が１時００分です。

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

５．３．６ 月報時刻の設定

・月報印字する日付、時分を設定します。月報の自動印字をするには５．３．７項の日報自動印字

を“あり”に設定してください。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで時計表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“６”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

点滅 日 時 分 例は、月報時刻が２日００時００分です。

⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

５．３．７ 自動モードの設定

・月報、日報、時報の自動印字のあり／なしと、時報の印字モードの切替を表示器の桁ごとに

それぞれ設定します。

時計表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで時計表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

点滅 ⑤ MODEスイッチで時計表示に戻ります。

０ なし

１ あり 時報自動印字

０ なし

１ あり 日報自動印字

０ なし

１ あり 月報自動印字

０ 印字モード１

１ 印字モード２ 印字モード
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５．４ 積算Ａ、Ｂ表示時の設定

５．４．１ 積算名称の設定

・積算名称を英数カナ文字、６文字以内を１文字ずつコードで入力します。

・積算Ａと積算Ｂの名称を個別に設定できます。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“１”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

点滅 UPスイッチを押して、値を変更します。

文字列番号 文字コード 選択した桁は点滅します。

例は、文字列番号２に“キ”と設定。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

設定例 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

文字コード ｂＥ ｂ７ ｂｂ ｄｄ ５Ｆ ４１

文字 セ キ サ ン ＿ Ａ

文字列番号 １→２→３→４→５→６→１の順で文字列を設定。

注１）設定中にPRINTスイッチを押すと、積算名称の文字コードと文字列を印字します。

注２）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、設定項目の概要と文字

コード表を印字します。

５．４．２ 単位の設定

・積算値に付加する単位を設定します。

・積算Ａと積算Ｂの単位を個別に設定できます。

・演算印字する場合、積算Ａ、積算Ｂの単位を同じにしてください。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“２”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在のコードを表示しま

す。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

点滅 単位コード UPスイッチを押して、値を変更します。

選択した桁は点滅します。

例は、ｍ に設定。３

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

コード 単位
３６７ ｍ

注）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、設定項目の概要と単位コー

ドを印字します。
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５．４．３ 積算小数点の設定
・積算値の表示、印字時の小数点位置を設定します。
・演算印字する場合、積算Ａ、積算Ｂの小数点位置を同じにしてください。

・積算値に付加する単位を設定します。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“３”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の小数点位置を表示し

ます。

④ SHIFTスイッチを押し、続いて UPスイッチを押して、小数

点滅 点位置を変更します。

小数点位置 選択した桁は点滅します。

例は、１０ 桁から１０ 桁に変更。２ ３

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

５．４．４ パルス係数の設定
・１パルス当たりのカウント数を設定します。積算Ａと積算Ｂのパルス係数は、個別に設定できま

す。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“４”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の係数を表示します。

④ SHIFTスイッチを押し、続いて UPスイッチを押して、係数

を変更します。

点滅 例は、０００．１から０．００５に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

パルス係数 ×0.001→× 0.005→× 0.01→× 0.05→× 0.1→× 0.5→× 1
→×5→×10→× 50→× 100→× 0.001 の順で係数を選択

５．４．５ 積算初期値の設定
・時報、日報、月報の積算開始時の積算値を設定します。
・積算Ａと積算Ｂの積算初期値は個別に設定できます。
・設定範囲：０～９９９９９９９９の８桁

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“５”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、00000000表示します。

④ SHIFTスイッチを押して変更操作に入り、変更する桁を選

択します。

点滅 UPスイッチを押して、値を変更します。

積算初期値 選択した桁は点滅します。

例は、０から１００００に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

注） 変更操作で、表示が点滅に入ると、⑤の操作で初期値に

変更されます。
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５．４．６ 積算表示の切替の設定

・時報、日報、月報又は総積算表示の切替をします。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“６”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の番号を表示します。

④ SHIFTスイッチを押し、続いて UPスイッチを押して、値を

変更します。

点滅 例は、時報表示から日報表示に変更。

⑤ MODEスイッチで 測定モードに戻ります。

０ 時報を表示

１ 日報を表示

２ 月報を表示

３ 総積算を表示

０→１→２→３→０の順で選択

５．４．７ 入力周波数レンジの設定

・入力パルスの周波数レンジを切替えます。

・周波数レンジの設定は、入力パルスが接点で使用する場合はＬＦ（低速）レンジのみとし、ＨＦ

（高速）で仕様する場合はオープンコレクタを使用ください。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“７”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在のレンジを表示しま

す。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

点滅 UPスイッチを押して、レンジを選択します。

例は、ＨＦ（高速）レンジからＬＦ（低速）レンジに変

更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

ＨＦ 高速レンジ：ﾊﾟﾙｽ幅 1250Hz MAX ON･OFF時間共に400μ s以上

ＬＦ 低速レンジ：ﾊﾟﾙｽ幅 100Hz MAX ON･OFF時間共に5ms以上
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５．４．８ パルス出力の設定

・積算カウントに同期した、パルスを出力します。

・出力パルス幅：出力周波数に応じたパルス幅を選択してください。

出力パルス幅は、出力周期（１÷出力周波数）より広くならないように選択して

ください。出力周期が出力パルス幅より狭い場合は出力は連続ＯＮしパルス出力

になりません。

出力周波数 パルス幅

５００～ １ｋＨｚ ５０μｓ

１０ ～５００Ｈｚ １ｍｓ

５ ～ １０Ｈｚ ５０ｍｓ

０ ～ ５Ｈｚ １００ｍｓ

・パルス係数と入力（積算カウント）の関係は次の様になります。

パルス係数が１以下の時、積算１に対して１パルス出力します。

パルス係数が１より大きい時、１パルス入力に対して１パルス出力します。

・出力の選択 ：積算Ａ又は、積算Ｂのどちらかを選択して出力します。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“８”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

点滅 例は、積算Ａの出力５０μｓから積算Ａの１ｍｓに変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

０ ５０μｓ

１ １ｍｓ 出力パルス幅

２ ５０ｍｓ

３ １００ｍｓ

Ａ 積算Ａに同期して出力 出力の選択

ｂ 積算Ｂに同期して出力

５．４．９ アナログ出力の設定

・アナログ出力の最大値を瞬時値最大周波数（１０～１２５０Ｈｚの範囲）で設定します。

また、出力を積算Ａ又は積算Ｂとするかの選択をします。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“９”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の状態を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を変更します。

点滅 例は、瞬時値最大周波数を１０００Ｈｚから１１００Ｈｚ

に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

１０～１２５０Ｈｚ 最大入力周波数を設定 瞬時値最大周波数

Ａ 積算Ａに対して出力 出力の選択

ｂ 積算Ｂに対して出力
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５．４．１０ 積算印字をする／しないの設定

・手動印字、自動印字、月報メモリー印字のときに、積算値を印字する／しないを設定します。

積算Ａと積算Ｂの設定を個別にします。

積算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで積算Ａ又

は積算Ｂ表示を選択します。例は積算Ａを選択していま

す。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

点滅 例は、積算Ａの積算値を“印字しない”から“印字する”

に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

０ 印字しない

１ 印字する

注）積算Ａ、積算Ｂ両方共に“印字しない”に設定すると、演算印字もしません。
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５．５ 演算表示時の設定

５．５．１ 演算名称の設定

・演算名称を英数カナ文字、６文字以内を１文字ずつコードで入力します。

演算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで演算表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“１”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

点滅 選択した桁は点滅します。

文字列番号 文字コード 例は、文字列番号２に“＋”と設定。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

設定例 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

文字コード ４１ ２ｂ ４２ ２０ ２０ ２０

文字 Ａ ＋ Ｂ

文字列番号 １→２→３→４→５→６→１の順で文字列を設定。

注１）設定中にPRINTスイッチを押すと、演算名称の文字コードと文字列を印字します。

注２）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、設定項目の概要と文字

コード表を印字します。

５．５．２ 演算式の設定

・演算式を選択します。

・式は、Ｙ＝Ａ＋Ｂ、Ｙ＝Ａ－Ｂ

演算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで演算表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“２”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

例は、Ａ＋ＢをＡ－Ｂに変更。

点滅 ⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

Ａ＝積算Ａの積算値

０ Ｙ＝Ａ＋Ｂ Ｂ＝積算Ｂの積算値

１ Ｙ＝Ａ－Ｂ
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５．５．３ 演算印字をする／しないの設定

・手動印字、自動印字、月報メモリー印字のとき、演算値を印字する／しないを設定します。

演算表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで演算表示

を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押すと、表示が点滅します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

例は、“印字しない”から“印字する”に変更。

点滅 ⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

０ 印字しない

１ 印字する

５．６ 稼働時間表示時の設定の設定

５．６．１ 稼働時間名称の設定

・稼働時間の名称を英数カナ文字、６文字以内を１文字ずつコードで入力します。

・稼働入力１～６ＣＨの名称は、FUNCTIONスイッチ１～６で設定します。

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで稼働時間

表示を選択します。

② 稼働時間入力１に設定する場合は、FUNCTIONｽｲｯﾁを“１”

します。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

点滅 UPスイッチを押して、値を選択します。

文字列番号 文字コード 選択した桁は点滅します。

例は、文字列番号２に“ト”と設定。

⑤ FUNCTIONスイッチを“２”から“６”に順次切り替え、各

ＣＨの名称を設定します。

⑥ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

設定例 文字列番号 １ ２ ３ ４ ５ ６

文字コード ｂ６ ｃ４ ｄＥ ｂ３ ２０ ３１

文字 カ ト ゛ ウ １

１→２→３→４→５→６→１の順で文字列を設定。

注１）設定中にPRINTスイッチを押すと、稼働時間名称の文字コードと文字列を印字します。

注２）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、文字コード表を印字し

ます。
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５．６．２ 稼働時間換算値の設定

・稼働時間と換算値で流量などの換算量を印字します。

式）換算量＝換算値×稼働時間（分換算）

・稼働時間の１分間当たりの流量値などの換算値を設定、及び換算量印字のあり／なしを選択しま

す。

・換算値は各入力共通です。

・換算値の範囲：０．００００１～９９９９．９９

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで稼働時間

表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“７”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

点滅 選択した桁は点滅します。

例は、１．００から２．００に変更。

⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

0.00001～ 9999.99 １分間当たりの換算値を設定

０ 換算量を印字しません。

１ 換算量を印字します。

５．６．３ イベントメッセージの設定

・イベント入力がＯＦＦ ＯＮ、及びＯＮ→ＯＦＦに変化した時に印字するメッセージを設定をし→

ます。

・メッセージを英数カナ文字、１２文字以内を１文字ずつコードで入力します。

・イベント入力１～６ＣＨのメッセージは、FUNCTIONスイッチ８～Ｄで設定します。

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで稼働時間

表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“８”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、文字列番号１のコードを表

示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

点滅 選択した桁は点滅します。

文字列番号

ON→ OFFﾒｯｾｰｼﾞ ⑤ FUNCTIONスイッチを“９”から“Ｄ”に順次切り替え、各

OFF→ ONﾒｯｾｰｼﾞ ＣＨのメッセージを設定します。

⑥ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

文字列番号 1 2 ３ ４ ５ ６ ７ 8 9 10 11 12

OFF→ ONﾒｯｾｰｼﾞ 文字コード cE dF dd cc dF 2d 31 20 b7 c4 dE b3

文字 ホ ゜ ン フ ゜ － １ キ ト ゛ ウ

ON→ OFFﾒｯｾｰｼﾞ 文字コード cE dF dd cc dF 2d 31 20 c3 b2 bc 20

文字 ホ ゜ ン フ ゜ － １ テ イ シ

1→2→ 3→ 4→ 5→ 6→7→ 8→ 9→ 10→ 11→ 12→ 1の順で文字列を設定。

注１）範囲外の設定をすると、設定モードからは抜けられません。

注２）設定中にPRINTスイッチを押すと、メッセージの文字コードと文字列を印字します。

注３）設定モードに入り、さらに１０秒間MODEスイッチを押し続けると、文字コード表を印字し

ます。
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５．６．４ 稼働時間入力／イベント入力の切替

・１～６ＣＨの稼働時間／イベント入力の切替、及びイベント印字を行うエッジを表示器の桁ごと

に設定します。

稼働時間表示 ① FUNCTIONスイッチを“０”にし、MODEスイッチで稼働時間

表示を選択します。

② FUNCTIONスイッチを“Ｅ”にします。

③ MODEスイッチを約３秒押すと、現在の設定を表示します。

④ SHIFTスイッチを押して、変更する桁を選択します。

UPスイッチを押して、値を選択します。

選択した桁は点滅します。

点滅 入力１ 例は、入力１を稼働時間入力からイベント入力

入力２ （ON→ OFF）に変更。

入力３

入力４ ⑤ MODEスイッチで測定モードに戻ります。

入力５

入力６

番号 機能

０ 印字なし

１ 稼働時間入力

２ イベント入力 ＯＮ→ＯＦＦ、ＯＦＦ→ＯＮ時に印字

３ イベント入力 ＯＮ→ＯＦＦ時に印字

４ イベント入力 ＯＦＦ→ＯＮ時に印字
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５．７ 工場出荷時の設定

工場出荷時は下記データになっています。ただし、カレンダ時計はセットされています。

表示 初期値データ 設定表示

カレンダ時計

０年１月１日１２時０分

時報の稼働時間の印字 ０（印字しない）

時報モード ０（毎時）

時報の設定

０時０分（６点）

時刻表示

日報の設定 ０時０分

月報の設定 １日０時０分

印字項目の設定

印字モード ０（モード１）

月報自動印字 １（印字する）

日報自動印字 １（印字する）

時報自動印字 １（印字する）

積算Ａの印字名称 セキサン Ａ

番号 コード 文字

１ ｂＥ セ

２ ｂ７ キ

３ ｂｂ サ

４ ｄｄ ン

５ ５Ｆ ＿

６ ４１ Ａ

積算Ｂの印字名称 セキサン Ｂ

番号 コード 文字

１ ｂＥ セ

積算表示 ２ ｂ７ キ

３ ｂｂ サ

４ ｄｄ ン

５ ５Ｆ ＿

６ ４２ Ｂ

単位の設定 積算Ａ ６７（m ）3

積算Ｂ ６７（m ）3

小数点 積算Ａ DP0（小数点なし）

の設定 積算Ｂ DP0（小数点なし）

パルス係数 積算Ａ ×１

の設定 積算Ｂ ×１

積算表示の設定 ０（時報表示）

入力フィルタの設定 ＬＦ

パルス出力の設定 積算Ａに同期

パルス幅 １ｍｓ

アナログ出力の設定 積算Ａに同期

最大入力周波数 １００Ｈｚ

印字項目 積算Ａ １（印字する）

の設定 積算Ｂ １（印字する）
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表示 初期値データ 設定表示

演算の印字名称 Ａ＋Ｂ

番号 コード 文字

１ ４１ Ａ

２ ２ｂ ＋

演算表示 ３ ４２ Ｂ

４ ２０

５ ２０

６ ２０

演算の設定 ０（Ａ＋Ｂ）

印字項目の設定 ０（印字しない）

稼働時間１の名称 カト゛ウ １

番号 コード 文字

１ ｂ６ カ

２ ｃ４ ト

稼働時間 ３ ｄＥ ゛

表示 ４ ｂ３ ウ

５ ５Ｆ ＿

６ ３１ １

稼働時間２の名称 カト゛ウ＿２

稼働時間３の名称 カト゛ウ＿３

稼働時間４の名称 カト゛ウ＿４

稼働時間５の名称 カト゛ウ＿５

稼働時間６の名称 カト゛ウ＿６

稼働時間換算値 ０（印字しない）

の設定 換算値 １．００

イベント１メッセージ イへ゛ント１

ON→ OFF OFF→ ON

番号 コード 文字 コード 文字

１ ４３ Ｃ ４３ Ｃ

２ ４８ Ｈ ４８ Ｈ

３ ３１ １ ３１ １

４ ｂ２ イ ｂ２ イ

５ ｃｄ ヘ ｃｄ ヘ

６ ｄＥ ゛ ｄＥ ゛

７ ｄｄ ン ｄｄ ン

８ ｃ４ ト ｃ４ ト

９ ｃｃ フ ｃＡ ハ

１０ ＡＦ ッ ＡＦ ッ

１１ ｂ７ キ ｂＥ セ

１２ ２０ ｂ２ イ

ON→ OFF OFF→ON

イベント２メッセージ CH2ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH2ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント３メッセージ CH3ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH3ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント４メッセージ CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH4ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント５メッセージ CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH5ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

イベント６メッセージ CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾌｯｷ CH6ｲﾍﾞﾝﾄﾊｯｾｲ

稼働時間入力／イベント入力切替

入力１ １（稼働時間）

入力２ １（稼働時間）

入力３ １（稼働時間）

入力４ ２（ｲﾍﾞﾝﾄON→ OFF,OFF→ ON）

入力５ ２（ｲﾍﾞﾝﾄON→ OFF,OFF→ ON）

入力６ ２（ｲﾍﾞﾝﾄON→ OFF,OFF→ ON）

データの確認モード／設定モード 確認モード ０
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６．コ－ド表
６．１ 単位コード表

設定モードで単位入力する時に、印字したい単位に対応するコードを設定します。０～９９

まで

UNIT 単 位 UNIT 単 位 UNIT 単 位 UNIT 単 位

0 26 z 52 Z 78 lm･s

1 a 27 A 53 ° 79 cal

2 b 28 B 54 μ 80 kcal

3 c 29 C 55 % 81 Mcal

4 d 30 D 56 時 82 Gcal

5 e 31 E 57 分 83 Sv

6 f 32 F 58 秒 84 rem

7 g 33 G 59 Ω 85 mol

8 h 34 H 60 $ 86 Gy

9 i 35 I 61 cm 87 rad

10 j 36 J 62 km 88 cc
３11 k 37 K 63 mm 89 Nm

12 l 38 L 64 kg 90 Nl

13 m 39 M 65 mg 91 Nkl

14 n 40 N 66 min 92 kW

15 o 41 O 67 m 93 A･h３

16 p 42 P 68 ml 94 kA･h

17 q 43 Q 69 kl 95 MW･h

18 r 44 R 70 W･s 96 W･min

19 s 45 S 71 W･h 97

20 t 46 T 72 kW･h 98

21 u 47 U 73 Ws 99

22 v 48 V 74 Wh

23 w 49 W 75 kWh

24 x 50 X 76 Ah

25 y 51 Y 77 Lx･s

６．２ 文字コード表

設定モードで文字入力する時に、入力したい文字に対応するコードを設定します。

カナ

ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字

ア ｂ１ カ ｂ６ サ ｂｂ タ ｃ０ ナ ｃ５ ハ ｃＡ マ ｃＦ ヤ ｄ４ ラ ｄ７

イ ｂ２ キ ｂ７ シ ｂｃ チ ｃ１ ニ ｃ６ ヒ ｃｂ ミ ｄ０ ユ ｄ５ リ ｄ８

ウ ｂ３ ク ｂ８ ス ｂｄ ツ ｃ２ ヌ ｃ７ フ ｃｃ ム ｄ１ ヨ ｄ６ ル ｄ９

エ ｂ４ ケ ｂ９ セ ｂＥ テ ｃ３ ネ ｃ８ ヘ ｃｄ メ ｄ２ ワ ｄｃ レ ｄＡ

オ ｂ５ コ ｂＡ ソ ｂＦ ト ｃ４ ノ ｃ９ ホ ｃＥ モ ｄ３ ン ｄｄ ロ ｄｂ

ァ Ａ７ ヲ Ａ６

ィ Ａ８ ャ Ａｃ

ゥ Ａ９ ュ Ａｄ

ェ ＡＡ ョ ＡＥ

ォ Ａｂ ッ ＡＦ

数字 英字 記号

ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字 文字

０ ３０ Ａ ４１ Ｎ ４Ｅ ａ ６１ ｎ ６Ｅ SP ２０ － ２ｄ ＾ ５Ｅ

１ ３１ Ｂ ４２ Ｏ ４Ｆ ｂ ６２ ｏ ６Ｆ ！ ２１ ． ２Ｅ ＿ ５Ｆ

２ ３２ Ｃ ４３ Ｐ ５０ ｃ ６３ ｐ ７０ ” ２２ ／ ２Ｆ ｀ ６０

３ ３３ Ｄ ４４ Ｑ ５１ ｄ ６４ ｑ ７１ ＃ ２３ ： ３Ａ ｛ ７ｂ

４ ３４ Ｅ ４５ Ｒ ５２ ｅ ６５ ｒ ７２ ＄ ２４ ； ３ｂ ｜ ７ｃ

５ ３５ Ｆ ４６ Ｓ ５３ ｆ ６６ ｓ ７３ ％ ２５ ＜ ３ｃ ｝ ７ｄ

６ ３６ Ｇ ４７ Ｔ ５４ ｇ ６７ ｔ ７４ ＆ ２６ ＝ ３ｄ ～ ７Ｅ

７ ３７ Ｈ ４８ Ｕ ５５ ｈ ６８ ｕ ７５ ’ ２７ ＞ ３Ｅ 。 Ａ１

８ ３８ Ｉ ４９ Ｖ ５６ ｉ ６９ ｖ ７６ （ ２８ ？ ３Ｆ 、 Ａ４

９ ３９ Ｊ ４Ａ Ｗ ５７ ｊ ６Ａ ｗ ７７ ） ２９ ＠ ４０ ・ Ａ５

Ｋ ４ｂ Ｘ ５８ ｋ ６ｂ ｘ ７８ ＊ ２Ａ ［ ５ｂ ゛ ｄＥ

Ｌ ４ｃ Ｙ ５９ ｌ ６ｃ ｙ ７９ ＋ ２ｂ ￥ ５ｃ ° ｄＦ

Ｍ ４ｄ Ｚ ５Ａ ｍ ６ｄ ｚ ７Ａ ， ２ｃ ］ ５ｄ

SPはスペース

注）印刷の関係で字体は単位、文字共に印字と異なることがあります。
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７．記録紙の取付方法
７．１ ロール紙の取付け

①パネル前面のパネルねじを緩め、

ホルダを引き出します。

ロール紙にロールシャフトを通し、

ペーパーホルダに収納します。

②上部ガイドシャフトと下部ガイドシャフトの間から紙を引出し、

プリンタの紙入れ口に差し込み、軽く押しながらＦＥＥＤスイッチを

押して３０ｃｍ～４０ｃｍ紙が出てくるまで送ります。

③プリンタから出てきたロール紙を上部ガイドシャフトの上側から巻取り機の

ガイドバー上部に通し、巻取りシャフト溝に紙を差し込んで巻取り方向に２～３回

巻き付け、紙の弛みが無くなるまでＦＥＥＤスイッチで紙を送ります。

ＦＥＥＤスイッチを押して、正常に紙送りするかご確認してください。
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フレーム

巻取りシャフト



④巻取ったロール紙を外す場合は左右２カ所のレバーを下げると巻取りシャフトがギヤと共に

外れます。

⑤シャフト溝に沿ってロール紙から巻取りシャフトを抜き出します。

⑥前面パネルを押し、ホルダを本体側に押し込みパネルねじを締め付けます。

この時、ロール紙がケース内に絡まないように、ご注意ください。

注）本器の記録紙は専用のロール紙を使用しています。

記録紙が入用な時は弊社までご用命ください。

記録紙形名：５８６０－０１－００２（１０巻入り）

８．記録紙及びインクリボンの交換
８．１記録紙の交換

記録紙に赤マークが見えると、記録紙が残り少なくなっていますので、新しい記録紙に交換し

てください。

（記録紙の交換時に紙ぼこりの清掃をお願いします。）

８．２ インクリボンの交換

印字が薄くなった場合新しいインクリボンに交換してください。

①取り外し

ＰＵＳＨ部分を押して外します。

②取付け

ⅰ）インクリボンの右側から差し込みます。

ⅱ）左端のボタンを矢印の方向に回しながら、カチッと音がするまで押し込みます。

ⅲ）インクリボンは記録紙の下側になります。

注)インクリボン装着は、記録紙を

除去した状態で行ってください。

装着時はインクリボンのリボン

送りローラを矢印方向に回転し

て、リボンのたるみをなくして

から装着してください。
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９．ゴムベルトの交換
ゴムベルトが劣化すると、プーリーが滑り記録紙の巻き取り不良の原因となりますので、

早めの交換をお勧めします。

使用環境によりますが、交換の目安は約１年です。

１０．外形図
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１１．アナログ出力校正方法
１１．１ 調整状態

（１）アナログ出力（端子：B10、 A10）にマルチメータを接続します。

（２）MODEスイッチとUPスイッチを同時に押しながら電源を投入すると

アナログ出力の校正モードとなり、表示となり校正時に使用するスイッチを印字をし

ます。

ｱﾅﾛｸﾞｼｭﾂﾘｮｸ ﾉ ｺｳｾｲ

SHIFT ｽｲｯﾁ MAX ｼｭﾂﾘｮｸ

UP ｽｲｯﾁMIN ｼｭﾂﾘｮｸ

FEED ｽｲｯﾁ ｼｭｳﾘｮｳ

１１．２ 調整内容

（１）ＺＥＲＯ校正

UPスイッチを押すと、MIN値を出力します。(表示器のdP0,dP1,dP2点灯 )

4.00mA 0.01mA（ -09の時 1.00V 0.005V）になるようにＶＲ１で調整します。± ±

（２）ＭＡＸ校正

SHIFTスイッチを押すとMAX値を出力します。(表示器のdP3,dP4,dP5点灯 )

20.00mA 0.01mA（-09の時 5.00V 0.005V）になるようにＶＲ２で調整します。± ±

（３）FEEDイッチを押して測定モードに戻ります。
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保証について

１）保証期間 ３）製品の適用範囲

製品のご購入後又はご指定の場所に納入後１年間と致します。 当社製品は一般工業向けの汎用品として設計・製造されておりますので、

２）保証範囲 原子力発電、航空、鉄道、医療機器などの人命や財産に多大な影響が予想

上記保証期間中に当社側の責任と明らかに認められる原因により当社製品 される用途に使用される場合は、冗長設計による必要な安全性の確保や当

に故障を生じた場合は、故障品の交換又は無償修理を当社の責任において 社製品に万一故障があっても危険を回避する安全対策を講じてください。

行います。 ４）サービスの範囲

ただし、次項に該当する場合は保証の範囲外と致します。 製品価格には、技術派遣などのサービス費用は含まれておりません。

①カタログ、取扱説明書、クイックマニュアル、仕様書などに記載されて ５）仕様の変更

いる環境条件の範囲外での使用 製品の仕様・外観は改善又はその他の事由により必要に応じて、お断りな

②故障の原因が当社製品以外による場合 く変更する事があります。

③当社以外による改造・修理による場合

④製品本来の使い方以外の使用による場合 以上の内容は、日本国内においてのみ有効です。

⑤天災・災害など当社側の責任ではない原因による場合

なお、ここでいう保証は、当社製品単体の保証を意味し、当社製品の

故障により誘発された損害についてはご容赦いただきます。

●この取扱説明書の仕様は、２００９年11月現在のものです。

鶴賀電機株式会社
〒558-0041
〒222-0033

TEL 06(6692)6700 FAX 06(6609)8115
TEL 045(473)1561 FAX 045(473)1557

〒460-0015 TEL 052(332)5456 FAX 052(331)6477
〒141-0022 TEL 03(5789)6910 FAX 03(5789)6920

http://www.tsuruga.co.jp/
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